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梅
雨
の
鬱
陶
し
い
日
々
で
す
が
、
町
中
の

家
々
、
各
地
区
の
花
壇
、
道
路
脇
に
は
た
く

さ
ん
の
花
々
が
植
え
ら
れ
、
美
し
い
景
観
を

作
っ
て
い
ま
す
。

満
開
の
「
ア
ジ
サ
イ
」
の
花
言
葉
を
調
べ
て

み
ま
し
た
。

日
本
原
産
の
ガ
ク
ア
ジ
サ
イ
は
「
謙
虚
」、

青
色
の
ア
ジ
サ
イ
は
「
冷
淡
」「
無
情
」、
紫

色
は
「
辛
抱
強
い
愛
情
」、
白
色
は
「
寛
容
」「
ひ

た
む
き
な
愛
情
」
だ
そ
う
で
す
。
同
じ
ア
ジ

サ
イ
で
も
い
ろ
い
ろ
な
意
味
を
持
っ
て
い
る

こ
と
に
感
心
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
は
私
た
ち
の
生
活
を
一
変
さ
せ
て

い
ま
す
。
現
在
、
切
り
札
と
さ
れ
て
い
る
ワ

ク
チ
ン
接
種
が
進
み
、
一
日
も
早
い
日
常
成

果
が
戻
っ
て
く
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。何

と
な
く
重
く
、
す
っ
き
り
し
な
い
気
持
ち

が
続
く
日
々
で
す
が
、
雨
の
中
、
け
な
げ
に

咲
き
続
け
る
花
々
に
癒
し
と
勇
気
を
も
ら
い

な
が
ら
、「
も
う
少
し
」
と
、
前
を
向
い
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。（
悦
）
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去
る
６
月
10
日
（
木
）、
自
治
会
連
合
会
事

業
の
一
環
と
し
て
の
議
会
傍
聴
を
ほ
ぼ
全
員

の
自
治
会
長
出
席
の
も
と
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
こ
と
で
、
傍
聴
席
は
一

席
ず
つ
間
隔
を
空
け
て
座
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
な
け
れ
ば
、
隣
の
方
と

小
声
で
多
少
の
会
話
を
し
な
が
ら
、
傍
聴
出

来
た
か
と
思
う
の
で
す
が
、
そ
れ
が
か
え
っ

て
良
か
っ
た
の
か
、
皆
さ
ん
真
剣
に
一
般
質

問
の
や
り
と
り
を
見
聞
き
で
き
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。

　
３
年
前
ま
で
私
も
議
員
と
し
て
こ
の
議
場

に
立
ち
一
般
質
問
を
し
て
い
た
わ
け
で
す
が
、

議
員
に
と
っ
て
一
般
質
問
は
、
真
剣
勝
負
の

場
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
町
を
良
く
し
た
い
、
町
民
の
暮
ら
し
が
少

し
で
も
良
く
な
る
よ
う
に
と
、
11
年
前
議
員

に
立
候
補
し
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
現

職
の
議
員
の
皆
さ
ん
も
そ
う
い
う
思
い
で
議

員
に
な
ら
れ
た
も
の
と
思
い
ま
す
し
、
議
場

で
の
一
般
質
問
は
、
各
議
員
が
こ
こ
は
こ
う

す
べ
き
で
は
な
い
か
、
行
政
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
を
公
に
場
で
質
す
、
唯
一

の
場
だ
と
思
い
ま
す
。

　
各
議
員
は
今
現
在
、
町
が
ど
ん
な
問
題
を

抱
え
て
い
る
の
か
、
町
民
は
ど
ん
な
こ
と
を

町
に
望
ん
で
い
る
の
か
考
え
、
そ
れ
を
一
般

質
問
と
い
う
形
で
行
政
に
ぶ
つ
け
て
く
る
の

で
す
か
ら
、
行
政
側
も
、
問
題
解
決
の
た
め

に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
い
つ

ま
で
に
解
決
す
る
の
か
答
弁
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
こ
の
一
般
質
問
の
や
り
と
り
は

Goolight

で
放
映
さ
れ
ま
す
し
、
議
事
録
に

も
き
ち
ん
と
残
さ
れ
ま
す
。

　
行
政
側
に
と
っ
て
「
実
行
し
ま
す
」
と
即

答
で
き
る
質
問
は
い
い
の
で
す
が
、
即
答
で

き
な
い
質
問
に
は
「
検
討
し
ま
す
」
で
そ
の

場
は
収
め
ま
す
が
、
議
会
側
か
ら
経
過
報
告

が
求
め
ら
れ
ま
す
の
で
、
そ
の
ま
ま
放
っ
て

お
く
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

　
一
般
質
問
は
議
員
に
と
っ
て
と
て
も
大
事

な
権
利
で
あ
り
、
質
問
は
時
に
は
言
葉
の
刃

と
な
っ
て
行
政
側
に
降
り
か
か
る
や
に
も
思

わ
れ
、
行
政
側
に
は
町
民
の
声
と
思
い
し
っ

か
り
と
受
け
留
め
て
く
だ
さ
い
。
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　皆様こんにちは。この度関前議長から代わり議長に選任されまし
た。2011年に初当選してから３期11年目を迎えました。これまで支
えていただいた町民の方々、諸先輩議員、議員の皆様に心より感謝
申し上げます。
　激動の時代と言われて既に何年も経過している中、2019年10月に台風19号による甚大な被
害、やっと復興の兆しが見えてきたときに今度は新型コロナウイルス感染症による恐怖に見舞
われております。ワクチン接種が始まり喜ばしいことであります。議会として町民の皆様の生
命財産を守るべき対応をしていかなければなりません。
　その対応をもしながら時代の変化、進化を察知した議会活動が重要と考えます。
　SDGsが2015年９月に国連サミットで採択され、2050年を期限とする国際的な目標になり、近
年DX「デジタル・トランスフォーメーション」の取り組みが進んでおります。今、ESGプラス
Lのキーワードを注目しております。
　E/Environment「環境」自然・教育・福祉等、
　S/Social「社会」
　G/Governance「情報開示・統制・管理」
　L/Life「生命・生活」
　ESGLをキーワードに、行政との共創共進をすすめ、町民の皆様に向き合い住民福祉向上に
努めていきたいと思います。
　引き続き町民の皆様をはじめ多くの関係者のご指導ご鞭撻・ご理解を何卒よろしくお願いい
たします。

議長就任あいさつ
小布施町議会議長　小林　一広

小布施町議会構成 Ｒ３.５.10 ～Ｒ５.４.29

議長

副議長

総務産業常任委員会

社会文教常任委員会

政策立案常任委員会

議会広報常任委員会

議会運営委員会

新たな議会活性化検討特別委員会

監査委員

須高行政事務組合議会議員

北信保健衛生施設組合議会議員

長野広域連合議会議員

高山村外一市一町財産組合議会議員

小林一広

小西和実

委員長　福島浩洋
副 〃 　水野貴雄
委員長　中村雅代
副 〃 　寺島弘樹
委員長　小渕　晃
副 〃 　竹内淳子
委員長　寺島弘樹
副 〃 　関　良幸
委員長　大島孝司
副 〃 　小渕　晃
委員長　小西和実
副 〃 　小林正子

関　良幸　関　悦子　小西和実
大島孝司　渡辺建次
竹内淳子　小渕　晃　関谷明生
小林正子　小林一広
中村雅代　小西和実　大島孝司
関谷明生　渡辺建次
水野貴雄　福島浩洋　関　悦子
小林正子　小林一広
寺島弘樹　中村雅代　福島浩洋
小西和実
寺島弘樹　水野貴雄　関　悦子
関谷明生　渡辺建次

渡辺建次

小林一広　中村雅代

小林一広　中村雅代

小林一広　小西和実

小西和実　福島浩洋
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令和３年６月会議が開会しました
―　議　案　―

〇小布施町固定資産評価審査委員会条例の一部を

改正する条例について

・行政手続きの簡素化により町民の負担軽減を図
り、行政のデジタル化を推進するため、廃止し
て支障のない押印を廃止します。
〇小布施町手数料条例の一部を改正する条例につ

いて

・行政手続における個人を識別するための番号の
利用等に関する法律が一部改正されたことに伴
い、個人番号カードの発行や運営等が地方公共
団体情報システム機構となりました。９月１日

から、従来どおり個人番号カードの再交付手数
料は徴収しますが、当該機構からの受託による
徴収に変わるため、小布施町手数料条例の（徴
収根拠）規定を削ります。
〇小布施町消防団員等公務災害補償条例の一部を

改正する条例について

・一般職の職員の給与に関する法律が改定される
ことに伴い、非常勤消防団員等及び消防作業従
事者等の損害補償に係る補償基礎額についての
改正となります。

【条例一部改正　３件】

〇令和３年度小布施町一般会計補正予算について

・児童措置費　　1,127万円

①子育て世帯生活支援特別給付金
・事務局費　　348万円

①子育て支援教育推進事業費
・高齢者福祉費　　1,028万円

①生活支援ハウスボイラー更新
・地域づくり事業費　　250万円

①コミュニティ助成事業（お花市ステージ整備）

・体育施設費　　2,000万円

①総合公園テニスコート大規模改修工事
・障害者福祉費　　339万円

①みすみ草再建事業
・予防費　　643万円

①新型コロナウイルスワクチン接種事業
・学校管理費　　174万円

①小学校デジタル教科書導入費用
②中学校デジタル教科書導入費用　　　他

【補正予算　１件】

・「義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充を求め
る意見書」採択を求める請願書
・「さらなる少人数学級推進と教育予算の増額を

【請願・陳情　３件】
求める意見書」採択を求める請願書
・「最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を求め
る意見書」の採択を求める陳情書

〇小布施町副町長の選任について

【人事案件　１件】
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⑴　小布施町行政改革推進委員会設置条例及び小布

施町予防接種健康被害調査委員会条例の一部を改

正する条例について（一部改正）

　・各委員会の庶務について、条例で担当する課を

定めていますが、今後、組織機構の変更に伴う改

正等を柔軟に行うため、庶務を担当する課を削除

するための一部改正です。

５月会議 ☆５月10日に５月会議を開催しました。
　概要をお伝えします。

⑵　令和３年度小布施町一般会計補正予算について

　　【一般会計】　　　3,731万円

　　　〇主な内容

　　　　・新型コロナウイルスワクチン接種事業費

　　　　　⇒接種委託料

　　　　　⇒電算システム改修委託料

　　　　　⇒コールセンター委託料

　　　　　⇒クーポン券作成委託料

　　　　　⇒ワクチン配送業務委託料　他

以上の案件を審議し、原案のとおり可決しました。

小布施町固定資産評価審査委員会条例の

一部を改正する条例について

小布施町手数料条例の一部を改正する条

例について

小布施町消防団員等公務災害補償条例の

一部を改正する条例について

令和３年度小布施町一般会計補正予算に

ついて

小布施町副町長の選任について

「義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充を

求める意見書」採択を求める請願書

「さらなる少人数学級推進と教育予算の増

額を求める意見書」採択を求める請願書

「最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を

求める意見書」の採択を求める陳情書

議案第40号

議案第41号

議案第42号

議案第43号

議案第44号

請願第１号

請願第２号

陳情第１号

令和３年６月会議　議案採決状況一覧表

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×
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新たな議会活性化特別委員会が
５月 10日から新メンバーになりました！

「魅力的な議会になるためには」の
意見のとりまとめに入りました。

委員長　　小西　和実
副委員長　小林　正子
委員　　　寺島　弘樹
 〃 　　　水野　貴雄
 〃 　　　関　　悦子
 〃 　　　関谷　明生
 〃 　　　渡辺　建次
５月31日のアシスター会議で新座長に小林正子議員が選出されました。

　副座長の元田和行委員は、最初から参加していて新座長がつまずいている時や困ってい
る様子を見て、すぐ補助をしてくれて、林志洋専門幹がファシリテーターの適切な指導と
機敏なアイデアにより、アシスター会議の意見の取りまとめることができ、全員の意見が
反映させることができました。要旨は次のとおりです。

「議員のなり手不足」に対する、町民目線での提案

議員定数・報酬をどうする
べきか？

議員の活動・魅力を町民に
伝えるには？

理想の議会はどうあるべき
か？

（議会にて報告済み）

オンライン・SNS でも発信を増やすと、若者も参加しや
すい（かつて批判もあったが、今後は制約しない方が望
ましい）。
小中学生で模擬議会を実施や、子どもでも分かりやすい
資料の配布。
議会だよりの工夫（採点表や通信簿など）。
目安箱やメールで意見を送れる窓口があるとよい。

現役世代が参画できる協議会を設立（年代別などの工夫も
必要）。
定期的に住民との懇談サロンを設け、議員が交代で出席。
民生委員からも積極的に意見を聞く。
議会に専門家を招聘し、正しい判断ができるようにする。
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総務産業常任委員会
議案第40号　小布施町固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例
Ｑ　第13号で一般職旅費条例に適用した理
由は。

Ａ　一般職の旅費に準ずることで分かりや
すくした。

Ｑ　第８条での署名押印削除の理由につい
て。
Ａ　国の制度に添って押印は取りやめた。

議案第42号　小布施町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例
Ｑ　規定が令和２年４月から適用理由と該
当した消防団員について。

Ａ　令和２年４月１日施行で、昨年度は該
当した団員は一人もいなかった。

Ｑ　確定した日と事故発生日の違いについ
て。

Ａ　改正により事故発生日とした。
Ｑ　団長他 20 年以上補償基礎額が改定さ
れない理由は。
Ａ　国家公務員の日割をもって決めてい
る。

討論
テニスコート改修については、2000 万円
の予算は高すぎる。予算の執行については
再度方法を検討していただきたい。総合公
園テニスコート大規模改修工事の予算執行

については、新しくなる施設利用に向けて
は、さらなる町民利用を促進するとともに
適正な料金設定を行うべきであると本会議
にて委員長報告を行った。

議案第43号　令和３年度小布施町一般会計補正予算
Ｑ　コロナワクチン接種で、町外で暮らす
学生の対応は。

Ａ　住民票がある地域で行うが、証明書を
もっていくと他の地域でもできる。

Ｑ　生活支援ハウスのボイラー更新工事の
内容について。

Ａ　オイルが漏れているので、応急処理だ
けではダメなので、新しく変えるべきと
なったため。

Ｑ　テニスコート改修について、体協やテ

ニス愛好会などの町民からの要望が書面
であったか。
Ａ　書面で要望書が出ています。
Ｑ　町外利用者がテニス教室で利用してい
る現状で、町のテニスクラブから要望が
ない状況で改修する理由について。
Ａ　町外のテニス教室でも町内の子どもた
ちが入っています。また町内の愛好家の
人たちからもたくさん要求されていま
す。

社会文教常任委員会
小布施町手数料条例の一部を改正する条例

Ｑ　町民がマイナンバーカードの発行申請
手続きをした場合の負担について。
Ａ　手数料の負担はない。
Ｑ　町民がマイナンバーカードを紛失し、
再発行申請手続をした場合の負担につい
て。
Ａ　手数料は、800円の負担。

Ｑ　町民がマイナンバーカードの更新申請
手続きをした場合の負担について。
Ａ　手数料の負担はない。
Ｑ　行政職員のマイナンバーカードの利用
について。
Ａ　今後の利用については、今まで以上に
利用価値を浸透させ活性化していく。

7

総務産業常任委員会
議案第40号　小布施町固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例
Ｑ　第13号で一般職旅費条例に適用した理
由は。

Ａ　一般職の旅費に準ずることで分かりや
すくした。

Ｑ　第８条での署名押印削除の理由につい
て。
Ａ　国の制度に添って押印は取りやめた。

議案第42号　小布施町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例
Ｑ　規定が令和２年４月から適用理由と該
当した消防団員について。

Ａ　令和２年４月１日施行で、昨年度は該
当した団員は一人もいなかった。

Ｑ　確定した日と事故発生日の違いについ
て。

Ａ　改正により事故発生日とした。
Ｑ　団長他 20 年以上補償基礎額が改定さ
れない理由は。
Ａ　国家公務員の日割をもって決めてい
る。

討論
テニスコート改修については、2000 万円

の予算は高すぎる。予算の執行については
再度方法を検討していただきたい。総合公
園テニスコート大規模改修工事の予算執行

については、新しくなる施設利用に向けて
は、さらなる町民利用を促進するとともに
適正な料金設定を行うべきであると本会議
にて委員長報告を行った。

議案第43号　令和３年度小布施町一般会計補正予算
Ｑ　コロナワクチン接種で、町外で暮らす
学生の対応は。

Ａ　住民票がある地域で行うが、証明書を
もっていくと他の地域でもできる。

Ｑ　生活支援ハウスのボイラー更新工事の
内容について。

Ａ　オイルが漏れているので、応急処理だ
けではダメなので、新しく変えるべきと
なったため。

Ｑ　テニスコート改修について、体協やテ

ニス愛好会などの町民からの要望が書面
であったか。
Ａ　書面で要望書が出ています。
Ｑ　町外利用者がテニス教室で利用してい
る現状で、町のテニスクラブから要望が
ない状況で改修する理由について。
Ａ　町外のテニス教室でも町内の子どもた
ちが入っています。また町内の愛好家の
人たちからもたくさん要求されていま
す。

社会文教常任委員会
小布施町手数料条例の一部を改正する条例

Ｑ　町民がマイナンバーカードの発行申請
手続きをした場合の負担について。
Ａ　手数料の負担はない。
Ｑ　町民がマイナンバーカードを紛失し、
再発行申請手続をした場合の負担につい
て。
Ａ　手数料は、800円の負担。

Ｑ　町民がマイナンバーカードの更新申請
手続きをした場合の負担について。
Ａ　手数料の負担はない。
Ｑ　行政職員のマイナンバーカードの利用
について。
Ａ　今後の利用については、今まで以上に
利用価値を浸透させ活性化していく。
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　６月10日（木）午後４時から自治会長との懇談会が開催
されました。
　自治会長の皆さんから一般質問を傍聴しての感想や、各
自治会の状況についてご意見などをいただきました。

１　一般質問を傍聴しての感想について
　　〇議員の質問に対して丁寧に詳しく、分かりやすい答

弁に苦心する姿がみられた。
　　〇議場は静寂でエアコンの音もなく、環境に配慮して

いると感じた。
　　〇議会傍聴者数はどのくらいいるのか。
　　〇議員定数、議員報酬についてはどのような検討をし

ているのか。
　　〇みすみ草の火災は隣接している地域住民に不安があ

る。教員住宅の取り壊しなど今後の対応は。
　　〇議員は若者が多く参画して、将来の町を考えていく

べきだと思うが。
　　〇公会堂の屋根にソーラーを設置し、ＣＯ２の削減や

災害時の電源を確保することについて。

２　各自治会の状況について
　　〇コロナ禍の影響で自治会で様々な行事ができない。

人との繋がりが疎遠となりつつあり、今後の影響に
憂慮している。

　　〇防災訓練は雁田山の土砂災害を想定していたが、水
害災害も含めての運営マニュアル、公会堂のマニュ
アルがあれば。

　　〇高齢者が増加する中で「おてんま」「協議会」「有
害鳥獣対応」などへの対応が厳しい。なんらかの支
援が必要。

３　その他
　　〇議員がそれぞれの議員活動を行っている内容等を住

民にアピールする「議員の見える化」をして欲しい。
　　〇議員報酬が少ない中、「学び」に使用する費用は必

要である。政務調査費など考える必要がある。

自治会長との懇談会
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議
長
就
任
に
当
た
り
、
今
の
お
気

持
ち
を
伺
い
ま
す
。

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
い
っ
ぱ

い
で
す
。
ま
ず
は
、
町
民
の
方
の
ご

支
援
の
下
、
ま
た
、
先
輩
議
員
の
ご
指
導

の
下
、
今
日
ま
で
こ
れ
た
こ
と
に
感
謝
い

た
し
ま
す
。
各
議
員
が
し
っ
か
り
と
議
員

議
会
活
動
、
責
任
あ
る
議
決
が
で
き
る
よ

う
に
、
ま
た
、
住
民
福
祉
向
上
に
議
会
が

し
っ
か
り
と
貢
献
で
き
る
よ
う
に
努
め
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

議
員
生
活
で
こ
れ
ま
で
一
番
の
取

組
み
は
？

環
境
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
・
農
業

政
策
・
町
づ
く
り
や
商
工
業
の
活
性

化
は
、
私
に
と
っ
て
大
き
な
テ
ー
マ
で
あ

り
政
策
で
す
。

議
員
、
議
会
活
動
の
中
で
見
え
る
形
で

の
実
現
の
難
し
さ
は
あ
り
ま
す
が
現
在
進

行
形
で
す
。

政
治
信
条
に
つ
い
て
。

小
布
施
町
で
暮
ら
し
て
い
る
方
が

明
る
く
、
元
気
で
、
楽
し
く
暮
ら
し

や
す
い
小
布
施
町
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
、

小
布
施
町
に
お
越
し
い
た
だ
い
た
方
が
ま

た
来
た
く
な
る
小
布
施
町
で
あ
る
こ
と
。

今
後
の
議
会
運
営
の
抱
負
は
？

第
一
に
、
町
民
の
生
活
の
た
め
に

責
任
あ
る
議
決
を
す
る
こ
と
。

第
二
に
、
執
行
機
関
に
対
し
最
大
の

チ
ェ
ッ
ク
機
関
で
あ
る
こ
と
。
第
三
に
、

提
案
、
提
言
の
重
要
性
。SD

G
s

が
掲
げ
ら

れ
、D
X

の
時
代
が
訪
れ
、
新
た
に

E
SG
&
L

の
重
要
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。
行

政
と
共
創
共
進
で
行
き
た
い
。

副
議
長
就
任
に
当
た
っ
て
の
抱
負

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

議
員
み
な
さ
ま
方
の
お
力
添
え
を

い
た
だ
き
ま
し
て
、
し
っ
か
り
と
議

長
を
支
え
、
議
会
運
営
に
安
定
と
秩
序
を

も
た
ら
す
た
め
に
、
力
を
尽
く
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

新
た
な
議
会
活
性
化
検
討
特
別
委

員
長
と
し
て
の
抱
負
も
併
せ
て
お
聞

き
し
ま
す
。

小
布
施
町
の
未
来
を
担
え
る
人
材

と
な
る
べ
く
、
研
鑽
を
積
む
た
め
に

信
州
大
学
大
学
院
（
経
済
・
社
会
政
策
科

学
研
究
科
）
に
社
会
人
入
学
し
、
議
会
に

関
す
る
修
士
論
文
を
執
筆
し
て
数
年
前
に

卒
業
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
３
期
10
年
の
議
員
経
験

と
、
大
学
院
で
の
学
び
を
活
か
し
て
、
議

会
活
性
化
へ
の
貢
献
に
努
め
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

町
政
の
課
題
に
つ
い
て
。

少
子
高
齢
化
と
人
口
減
少
が
最
も

大
き
な
課
題
で
す
。
持
続
的
な
存
続

が
困
難
と
判
断
さ
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
「
消

滅
可
能
性
都
市
」
に
小
布
施
町
が
含
ま
れ

て
い
る
こ
と
に
留
意
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。政

治
信
条
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

主
義
や
思
想
を
超
越
し
て
、
お
互

い
の
意
見
と
利
害
を
調
整
し
な
け
れ

ば
、
我
々
が
平
和
に
共
存
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

「
政
治
家
と
は
、
我
々
が
平
和
に
共
存

す
る
こ
と
を
可
能
に
し
て
く
れ
る
妥
協
点

を
見
つ
け
出
す
人
」
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
ま
す
。

新
委
員
長
と
し
て
の
抱
負
を
伺
い

ま
す
。

14
名
で
構
成
さ
れ
る
議
会
を
円
滑

に
効
率
的
に
運
営
で
き
る
よ
う
に
進

め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
議
会
運
営
に
対

し
て
も
積
極
的
に
改
革
を
進
め
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

新
議
長
と
と
も
に
、
今
後
の
議
会

運
営
の
課
題
等
に
つ
い
て
。

小
布
施
町
議
会
で
は
平
成
22
年
に

全
国
市
町
村
で
６
番
目
に
通
年
議
会

を
実
施
し
、
平
成
24
年
に
議
会
基
本
条
例

を
制
定
し
ま
し
た
。
議
会
基
本
条
例
、
会

議
規
則
、
委
員
会
条
例
等
は
随
時
、
見
直

し
を
行
い
、
次
世
代
の
議
会
に
お
い
て

も
、
適
切
な
議
会
運
営
が
で
き
る
よ
う
に

繋
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

新
議
長
と
共
に
現
在
の
議
会
運
営
に
満
足

す
る
こ
と
な
く
、
議
会
運
営
に
関
し
て

も
、
住
民
の
た
め
に
も
、
更
に
改
革
を
進

め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
の
研
鑽
、
努
力
は
必
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

新
委
員
長
と
し
て
の
抱
負
を
伺
い

ま
す
。

町
民
の
皆
様
に
代
わ
っ
て
行
財
政

の
運
営
を
監
視
す
る
大
切
な
機
能
を

有
す
る
議
会
の
一
つ
と
し
て
、
し
っ
か
り

チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
ぜ
ひ

と
も
見
守
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

総
務
産
業
委
員
会
の
今
後
の
課

題
、
運
営
に
つ
い
て
。

所
管
事
項
と
し
て
、
総
務
課
、
企

画
財
政
課
、
産
業
振
興
課
及
び
建
設

水
道
課
に
関
す
る
事
項
、
ま
た
そ
の
他
の

常
任
委
員
会
の
所
管
に
属
さ
な
い
事
項
、

と
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
遵
守
し
町
民
の
皆
様
の
安
全
安

心
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

新
委
員
長
と
し
て
の
抱
負
を
伺
い

ま
す
。

福
祉
・
健
康
・
介
護
、
子
育
て
支

援
、
教
育
な
ど
住
民
の
生
活
に
密
接

な
分
野
で
す
の
で
、
常
に
住
民
の
目
線
で

町
政
を
チ
ェ
ッ
ク
。
税
金
の
使
い
方
や
政

策
が
確
か
な
根
拠
に
則
っ
て
い
る
か
、
生

活
の
実
感
に
基
づ
い
て
議
論
で
き
る
委
員

会
を
目
指
し
ま
す
。

社
会
文
教
委
員
会
の
今
後
の
課

題
、
運
営
に
つ
い
て
。

コ
ロ
ナ
禍
で
学
校
や
保
育
園
・
こ

ど
も
園
な
ど
の
教
育
施
設
や
福
祉
施

設
の
行
事
に
参
加
で
き
ず
残
念
で
す
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
完
了
し
た
後
に
は
、

感
染
予
防
対
策
を
万
全
に
行
っ
て
現
場
視

察
・
懇
談
会
な
ど
を
再
開
し
、
課
題
の
共

有
化
を
図
り
、
切
実
な
実
情
を
突
き
つ
け

施
策
に
結
び
つ
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

新
委
員
長
と
し
て
の
抱
負
を
伺
い

ま
す
。

小
布
施
町
議
会
は
全
国
に
先
駆
け

て
「
議
会
基
本
条
例
の
制
定
」「
通
年

議
会
」「
一
般
質
問
へ
の
反
問
権
の
付
与
」

等
、
議
会
改
革
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
地

方
議
会
は
町
長
と
議
会
の
二
元
代
表
制

で
、
議
会
は
主
に
チ
ェ
ッ
ク
機
能
の
役
目

を
果
た
し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
町
議

会
は
チ
ェ
ッ
ク
機
能
に
加
え
て
町
民
の
要

望
を
政
策
と
し
て
練
り
あ
げ
、
実
現
を
す

る
た
め
に
設
置
し
た
委
員
会
で
す
の
で
、

そ
の
役
目
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

町
民
の
意
思
を
反
映
す
る
た
め
の

政
策
立
案
は
ど
の
よ
う
に
さ
れ
ま
す

か
？

政
策
を
立
案
す
る
た
め
に
は
、
町

民
の
皆
さ
ん
の
ご
要
望
・
声
を
お
聞

き
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め

に
は
議
員
は
日
常
か
ら
町
民
の
ご
意
見
に

耳
を
傾
け
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
議
会
報
告
会
や
各
種
団
体
と
の
懇

談
会
の
機
会
を
活
用
し
、
町
民
の
皆
さ
ん

の
ご
要
望
を
し
つ
か
り
と
受
け
と
め
て
ま

い
り
ま
す
。

新
委
員
長
と
し
て
の
抱
負
を
伺
い

ま
す
。

議
場
内
で
の
一
般
質
問
、
各
委
員

会
に
お
け
る
質
疑
の
内
容
な
ど
も
含

め
て
、
議
会
内
外
で
の
活
動
な
ど
住
民
の

方
に
「
分
か
り
や
す
く
」
、
本
気
で
お
伝

え
し
て
ま
い
り
ま
す
。

議
会
の
「
見
え
る
化
」
に
つ
い

て
。「

議
会
は
何
を
し
て
い
る
か
よ
く

分
か
ら
ね
ぇ
な
」、「
議
員
は
普
段
何

を
や
っ
て
い
る
の
？
」
等
々
、
厳
し
い
ご

意
見
も
お
持
ち
か
と
存
じ
ま
す
。

小
布
施
町
住
民
の
代
表
と
し
て
し
っ
か

り
と
受
け
と
め
、「
議
会
の
見
え
る
化
」、

「
議
員
個
々
人
の
見
え
る
化
」
に
こ
の
広

報
も
通
し
て
、
職
責
を
果
た
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

新
議
長
、
副
議
長
、

新
委
員
長
に

お
聞
き
し
ま
す

QQ A

QA

QAQA

QAQA

QA

QAQA

A

小林議長

小西副議長

大島議会運営委員長
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議
長
就
任
に
当
た
り
、
今
の
お
気

持
ち
を
伺
い
ま
す
。

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
い
っ
ぱ

い
で
す
。
ま
ず
は
、
町
民
の
方
の
ご

支
援
の
下
、
ま
た
、
先
輩
議
員
の
ご
指
導

の
下
、
今
日
ま
で
こ
れ
た
こ
と
に
感
謝
い

た
し
ま
す
。
各
議
員
が
し
っ
か
り
と
議
員

議
会
活
動
、
責
任
あ
る
議
決
が
で
き
る
よ

う
に
、
ま
た
、
住
民
福
祉
向
上
に
議
会
が

し
っ
か
り
と
貢
献
で
き
る
よ
う
に
努
め
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

議
員
生
活
で
こ
れ
ま
で
一
番
の
取

組
み
は
？

環
境
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
・
農
業

政
策
・
町
づ
く
り
や
商
工
業
の
活
性

化
は
、
私
に
と
っ
て
大
き
な
テ
ー
マ
で
あ

り
政
策
で
す
。

議
員
、
議
会
活
動
の
中
で
見
え
る
形
で

の
実
現
の
難
し
さ
は
あ
り
ま
す
が
現
在
進

行
形
で
す
。

政
治
信
条
に
つ
い
て
。

小
布
施
町
で
暮
ら
し
て
い
る
方
が

明
る
く
、
元
気
で
、
楽
し
く
暮
ら
し

や
す
い
小
布
施
町
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
、

小
布
施
町
に
お
越
し
い
た
だ
い
た
方
が
ま

た
来
た
く
な
る
小
布
施
町
で
あ
る
こ
と
。

今
後
の
議
会
運
営
の
抱
負
は
？

第
一
に
、
町
民
の
生
活
の
た
め
に

責
任
あ
る
議
決
を
す
る
こ
と
。

第
二
に
、
執
行
機
関
に
対
し
最
大
の

チ
ェ
ッ
ク
機
関
で
あ
る
こ
と
。
第
三
に
、

提
案
、
提
言
の
重
要
性
。SD

G
s

が
掲
げ
ら

れ
、D

X

の
時
代
が
訪
れ
、
新
た
に

E
SG
&
L

の
重
要
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。
行

政
と
共
創
共
進
で
行
き
た
い
。

副
議
長
就
任
に
当
た
っ
て
の
抱
負

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

議
員
み
な
さ
ま
方
の
お
力
添
え
を

い
た
だ
き
ま
し
て
、
し
っ
か
り
と
議

長
を
支
え
、
議
会
運
営
に
安
定
と
秩
序
を

も
た
ら
す
た
め
に
、
力
を
尽
く
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

新
た
な
議
会
活
性
化
検
討
特
別
委

員
長
と
し
て
の
抱
負
も
併
せ
て
お
聞

き
し
ま
す
。

小
布
施
町
の
未
来
を
担
え
る
人
材

と
な
る
べ
く
、
研
鑽
を
積
む
た
め
に

信
州
大
学
大
学
院
（
経
済
・
社
会
政
策
科

学
研
究
科
）
に
社
会
人
入
学
し
、
議
会
に

関
す
る
修
士
論
文
を
執
筆
し
て
数
年
前
に

卒
業
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
３
期
10
年
の
議
員
経
験

と
、
大
学
院
で
の
学
び
を
活
か
し
て
、
議

会
活
性
化
へ
の
貢
献
に
努
め
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

町
政
の
課
題
に
つ
い
て
。

少
子
高
齢
化
と
人
口
減
少
が
最
も

大
き
な
課
題
で
す
。
持
続
的
な
存
続

が
困
難
と
判
断
さ
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
「
消

滅
可
能
性
都
市
」
に
小
布
施
町
が
含
ま
れ

て
い
る
こ
と
に
留
意
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。政

治
信
条
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

主
義
や
思
想
を
超
越
し
て
、
お
互

い
の
意
見
と
利
害
を
調
整
し
な
け
れ

ば
、
我
々
が
平
和
に
共
存
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

「
政
治
家
と
は
、
我
々
が
平
和
に
共
存

す
る
こ
と
を
可
能
に
し
て
く
れ
る
妥
協
点

を
見
つ
け
出
す
人
」
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
ま
す
。

新
委
員
長
と
し
て
の
抱
負
を
伺
い

ま
す
。

14
名
で
構
成
さ
れ
る
議
会
を
円
滑

に
効
率
的
に
運
営
で
き
る
よ
う
に
進

め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
議
会
運
営
に
対

し
て
も
積
極
的
に
改
革
を
進
め
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

新
議
長
と
と
も
に
、
今
後
の
議
会

運
営
の
課
題
等
に
つ
い
て
。

小
布
施
町
議
会
で
は
平
成
22
年
に

全
国
市
町
村
で
６
番
目
に
通
年
議
会

を
実
施
し
、
平
成
24
年
に
議
会
基
本
条
例

を
制
定
し
ま
し
た
。
議
会
基
本
条
例
、
会

議
規
則
、
委
員
会
条
例
等
は
随
時
、
見
直

し
を
行
い
、
次
世
代
の
議
会
に
お
い
て

も
、
適
切
な
議
会
運
営
が
で
き
る
よ
う
に

繋
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

新
議
長
と
共
に
現
在
の
議
会
運
営
に
満
足

す
る
こ
と
な
く
、
議
会
運
営
に
関
し
て

も
、
住
民
の
た
め
に
も
、
更
に
改
革
を
進

め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
の
研
鑽
、
努
力
は
必
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

新
委
員
長
と
し
て
の
抱
負
を
伺
い

ま
す
。

町
民
の
皆
様
に
代
わ
っ
て
行
財
政

の
運
営
を
監
視
す
る
大
切
な
機
能
を

有
す
る
議
会
の
一
つ
と
し
て
、
し
っ
か
り

チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
ぜ
ひ

と
も
見
守
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

総
務
産
業
委
員
会
の
今
後
の
課

題
、
運
営
に
つ
い
て
。

所
管
事
項
と
し
て
、
総
務
課
、
企

画
財
政
課
、
産
業
振
興
課
及
び
建
設

水
道
課
に
関
す
る
事
項
、
ま
た
そ
の
他
の

常
任
委
員
会
の
所
管
に
属
さ
な
い
事
項
、

と
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
遵
守
し
町
民
の
皆
様
の
安
全
安

心
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

新
委
員
長
と
し
て
の
抱
負
を
伺
い

ま
す
。

福
祉
・
健
康
・
介
護
、
子
育
て
支

援
、
教
育
な
ど
住
民
の
生
活
に
密
接

な
分
野
で
す
の
で
、
常
に
住
民
の
目
線
で

町
政
を
チ
ェ
ッ
ク
。
税
金
の
使
い
方
や
政

策
が
確
か
な
根
拠
に
則
っ
て
い
る
か
、
生

活
の
実
感
に
基
づ
い
て
議
論
で
き
る
委
員

会
を
目
指
し
ま
す
。

社
会
文
教
委
員
会
の
今
後
の
課

題
、
運
営
に
つ
い
て
。

コ
ロ
ナ
禍
で
学
校
や
保
育
園
・
こ

ど
も
園
な
ど
の
教
育
施
設
や
福
祉
施

設
の
行
事
に
参
加
で
き
ず
残
念
で
す
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
完
了
し
た
後
に
は
、

感
染
予
防
対
策
を
万
全
に
行
っ
て
現
場
視

察
・
懇
談
会
な
ど
を
再
開
し
、
課
題
の
共

有
化
を
図
り
、
切
実
な
実
情
を
突
き
つ
け

施
策
に
結
び
つ
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

新
委
員
長
と
し
て
の
抱
負
を
伺
い

ま
す
。

小
布
施
町
議
会
は
全
国
に
先
駆
け

て
「
議
会
基
本
条
例
の
制
定
」「
通
年

議
会
」「
一
般
質
問
へ
の
反
問
権
の
付
与
」

等
、
議
会
改
革
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
地

方
議
会
は
町
長
と
議
会
の
二
元
代
表
制

で
、
議
会
は
主
に
チ
ェ
ッ
ク
機
能
の
役
目

を
果
た
し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
町
議

会
は
チ
ェ
ッ
ク
機
能
に
加
え
て
町
民
の
要

望
を
政
策
と
し
て
練
り
あ
げ
、
実
現
を
す

る
た
め
に
設
置
し
た
委
員
会
で
す
の
で
、

そ
の
役
目
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

町
民
の
意
思
を
反
映
す
る
た
め
の

政
策
立
案
は
ど
の
よ
う
に
さ
れ
ま
す

か
？

政
策
を
立
案
す
る
た
め
に
は
、
町

民
の
皆
さ
ん
の
ご
要
望
・
声
を
お
聞

き
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め

に
は
議
員
は
日
常
か
ら
町
民
の
ご
意
見
に

耳
を
傾
け
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
議
会
報
告
会
や
各
種
団
体
と
の
懇

談
会
の
機
会
を
活
用
し
、
町
民
の
皆
さ
ん

の
ご
要
望
を
し
つ
か
り
と
受
け
と
め
て
ま

い
り
ま
す
。

新
委
員
長
と
し
て
の
抱
負
を
伺
い

ま
す
。

議
場
内
で
の
一
般
質
問
、
各
委
員

会
に
お
け
る
質
疑
の
内
容
な
ど
も
含

め
て
、
議
会
内
外
で
の
活
動
な
ど
住
民
の

方
に
「
分
か
り
や
す
く
」
、
本
気
で
お
伝

え
し
て
ま
い
り
ま
す
。

議
会
の
「
見
え
る
化
」
に
つ
い

て
。「

議
会
は
何
を
し
て
い
る
か
よ
く

分
か
ら
ね
ぇ
な
」、「
議
員
は
普
段
何

を
や
っ
て
い
る
の
？
」
等
々
、
厳
し
い
ご

意
見
も
お
持
ち
か
と
存
じ
ま
す
。

小
布
施
町
住
民
の
代
表
と
し
て
し
っ
か

り
と
受
け
と
め
、「
議
会
の
見
え
る
化
」、

「
議
員
個
々
人
の
見
え
る
化
」
に
こ
の
広

報
も
通
し
て
、
職
責
を
果
た
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

QA

QA

QA

QAQA

QA

QA

QA

寺島議会広報委員長

小渕政策立案委員長

中村社会文教委員長

福島総務産業委員長
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議議
会会

日日
誌誌

   活　動
  研修会
視　察

   活　動
  研修会
視　察

　５
月
15
日
（
土
）、
町
の
主
催
に
よ
る

２
年
ぶ
り
の
頒
布
が
行
わ
れ
、
関
議
長
ほ

か
２
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
９
時
30
分
か

ら
は
整
理
券
が
配
ら
れ
る
な
ど
、
大
勢
の

皆
様
が
集
ま
り
、
町
長
、
議
長
の
開
会
宣

言
の
後
、
10
時
か
ら
ユ
ス
ラ
梅
、
三
つ
葉

つ
つ
じ
、
満
天
星
つ
つ
じ
ほ
か
５
種
類
の

緑
化
木
が
頒
布
さ
れ
ま
し
た
。

　町
の
職
員
か
ら
は
、
植
え
つ
け
方
、
水

や
り
、
肥
料
や
手
入
れ
の
仕
方
な
ど
丁
寧

緑
化
木
頒
布
会

　
（
六
次
産
業
広
場
）

６月会議 一般質問

目　次

②寺島　弘樹………………………………………………13
「多様な子どもたちを誰一人取り残さず、学び
を個別最適化する」教育環境整備への速やかな
実行を

③渡辺　建次………………………………………………14
１　ワクチン接種に関する課題は
２　コロナ禍で急伸する少子化への早急の対策
を

３　おでこポイントで介護保険料の支払いを
４　安全協会街頭指導の見直しを

④小西　和美………………………………………………15
ふるさとワーキングホリディ導入の可能性は

⑤大島　孝司………………………………………………16
「小布施町公共施設個別施設計画」 令和３年
３月改定　について

⑧関　　良幸………………………………………………19
「防災士」の養成と資格取得のために補助を

⑩小渕　　晃………………………………………………21
１　高齢者もデジタル機器の恩恵が受けられる
対策を

２　小・中学校のタブレットを使っての学習状
況は

⑦福島　浩洋………………………………………………18

小布施町の温室効果ガス排出量削減は

⑨竹内　淳子………………………………………………20
１　脱炭素社会実現に向けての小布施町の取り
組みは

２　台風19号の記録の作成・災害支援基金の
創設について　

⑥中村　雅代………………………………………………17
１　第４次小布施町男女共同参画基本計画が目
指す将来像とは

２　公共建物災害共済事業について

………………………………………………①小林　正子
高齢者の補聴器購入への補助金制度の創設を

12

（〇数字は発言順番）

な
説
明
を
い
た
だ
き
、
買
い
求
め
た
方
々

は
早
速
自
宅
の
庭
に
と
、
満
足
気
の
よ
う

で
し
た
。
花
や
実
が
つ
い
て
く
れ
る
と
よ

い
で
す
ね
。
こ
の
紙
面
で
も
期
待
し
て
お

り
ま
す
。

緑化木頒布会
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一般質問Ｑ＆Ａ

難
聴
高
齢
者
の
補
聴
器
購
入
に
補
助

が
あ
れ
ば
、
補
聴
器
を
購
入
し
や
す
く

な
り
、
加
齢
性
難
聴
の
予
防
、
さ
ら
に

は
認
知
症
の
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。

木
曽
町
の
補
助
制
度
は
「
聴
力
の
機

能
低
下
が
あ
る
65
歳
以
上
の
高
齢
者
に

補
聴
器
購
入
費
の
一
部
を
補
助
す
る
」

と
し
、
補
助
金
額
は
購
入
費
の
２
分
の

１
以
内
、
上
限
３
万
円
と
し
て
い
ま
す
。

町
も
加
齢
性
難
聴
に
対
し
て
補
聴
器

の
購
入
補
助
制
度
を
創
設
い
た
だ
き
た

い
。

「
身
体
障
害
者
手
帳
」（
以
下

「
手
帳
」
と
表
記
）
を
取
得
す

る
こ
と
で
障
害
者
総
合
支
援
法
の
支
援

対
象
と
な
り
、
重
度
難
聴
・
高
度
難
聴

も
実
際
に
は
と
り
に
く
い
。
町
独
自
の

補
助
制
度
が
あ
れ
ば
、
耳
が
聴
こ
え
に

く
く
な
っ
た
高
齢
者
の
外
出
や
交
流
に

「
背
中
を
押
し
て
あ
げ
る
」
こ
と
に
な

り
ま
す
。
上
限
を
決
め
る
な
ど
し
て
小

布
施
に
も
補
聴
器
補
助
が
必
要
で
す
。

「
手
帳
」
は
ハ
ー
ド
ル
が
高

い
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
い
ず

れ
に
し
て
も
補
助
に
は
医
師
の
診
断
は

必
要
で
す
。
ま
た
、
加
齢
性
難
聴
と
認

知
症
に
関
連
性
は
な
い
と
も
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
補
聴
器
補
助
が
認
知
症
予
防

な
る
と
は
い
え
な
い
と
い
う
考
え
も
あ

り
ま
す
。

補
聴
器
は
合
う
か
心
配
、
不

安
が
あ
り
、
皆
さ
ん
ち
ゃ
ん
と

医
師
の
診
断
に
よ
っ
て
購
入
し
て
い
ま

す
。加

齢
難
聴
に
よ
り
社
会
的
交
流
の
機

会
が
減
り
、
そ
れ
が
ひ
き
こ
も
り
と
な

り
、
関
係
な
い
と
お
っ
し
ゃ
る
が
認
知

症
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

「
社
会
参
加
が
で
き
な
く
な

る
」
こ
と
は
心
配
で
す
。
し
か

し
、
専
門
職
を
交
え
て
客
観
的
評
価
に

よ
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。「
手
帳
」
に

よ
る
現
行
制
度
で
対
応
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
。

の
人
（
両
耳
の
聴
力
が
70
デ
シ
ベ
ル
以

上
）
は
補
聴
器
の
購
入
補
助
が
受
け
ら

れ
ま
す
。
加
齢
難
聴
は
感
音
難
聴
の
ひ

と
つ
で
、
状
態
に
よ
り
「
手
帳
」
を
取

得
で
き
ま
す
。

昨
年
度
の
高
齢
者
実
態
調
査
で
、
要

介
護
、
要
支
援
を
受
け
て
い
な
い
方
で

「
外
出
を
控
え
る
理
由
」
で
35
人
中
９

人
が
「
聴
こ
え
の
問
題
」
と
回
答
し
て

い
ま
す
。
重
要
な
課
題
だ
と
認
識
し
て

い
ま
す
。

し
か
し
、
軽
度
・
中
程
度
の
難
聴
に

対
す
る
対
策
と
し
て
補
聴
器
購
入
を
補

助
す
る
こ
と
で
加
齢
に
伴
う
高
齢
者
の

生
活
課
題
の
解
決
に
寄
与
す
る
の
か
、

局
所
的
な
対
処
だ
け
で
は
解
決
で
き
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
町
独
自
の
補
助

制
度
の
目
的
を
明
確
に
で
き
ず
、
現
在

の
制
度
で
対
応
し
て
い
く
べ
き
と
考
え

ま
す
。

難
聴
は
外
か
ら
は
分
か
ら
ず
、

お
茶
の
み
サ
ロ
ン
に
行
っ
て
も

会
話
に
入
れ
ず
足
が
遠
の
き
が
ち
に
な

り
ま
す
。「
手
帳
」
の
取
得
と
い
っ
て

小林正子議員

加
齢
と
と
も
に
聞
こ
え
の
悪

い
人
が
多
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。

い
わ
ゆ
る
「
加
齢
性
難
聴
」
で
す
。「
障

害
者
手
帳
」
を
持
っ
て
い
る
方
に
は
国

や
県
の
補
聴
器
補
助
制
度
が
あ
り
ま
す

が
、
高
齢
者
一
般
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

地
域
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
お
茶
飲
み
会

は
高
齢
者
の
大
切
な
交
流
の
場
で
す
。

耳
が
遠
く
な
る
と
出
て
も
話
が
聞
こ
え

に
く
く
、
会
話
に
加
わ
れ
ず
に
つ
ま
ら

な
く
、
家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
に
な
り
、

認
知
症
に
な
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

補
聴
器
は
、
数
万
円
か
ら
二
十
数
万

円
と
大
変
高
価
で
す
。
テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
な
ど
の
安
価
な
も
の
は
「
こ
れ

は
補
聴
器
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
表
示

が
あ
り
、
信
用
で
き
る
も
の
か
心
配
も

あ
り
ま
す
。

加
齢
性
難
聴
に
は
早
め
に
補
聴
器
を

使
う
こ
と
が
大
切
と
言
わ
れ
ま
す
。
難

聴
の
進
行
を
抑
え
、
積
極
的
に
交
流
に

参
加
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
健
康
寿
命

を
伸
ば
し
、
介
護
保
険
を
使
わ
ず
、
医

療
費
の
抑
制
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

Q A

Q A

Q A

Q A

Q AQ A

高
齢
者
が
生
き
生
き
生
活
し
て
い
け
る
よ
う
に

補
聴
器
購
入
に
町
独
自
の
補
助
制
度
創
設
を

現
行
制
度
（「
障
害
者
手
帳
」）
で

対
応
し
て
い
き
ま
す

永
井
健
康
福
祉
課
長

コロナ禍前の楽しいお出掛け。
難聴になると参加も遠慮がちに
なってしまう。
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康
面
と
機
器
の
取
扱
い
操
作
に
留
意
す

る
よ
う
指
導
し
て
い
ま
す
。

一
方
教
職
員
に
対
し
て
は
、
基
本
的

操
作
方
法
に
加
え
端
末
の
設
定
方
法
、

児
童
・
生
徒
へ
の
個
別
指
導
方
法
等
に

関
し
、
研
修
を
開
始
し
て
い
る
状
況
で

す
。
今
後
は
、
端
末
の
家
庭
へ
の
持
帰

り
に
伴
う
家
庭
学
習
へ
の
活
用
や
遠
隔

授
業
の
実
施
に
向
け
た
検
討
も
進
め
て

い
き
ま
す
。

⑵
　
故
障
、
紛
失
等
へ
の
保
険
対
応

は
コ
ス
ト
面
等
か
ら
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

不
適
切
サ
イ
ト
へ
の
閲
覧
制
限
措
置

は
端
末
設
定
で
行
っ
て
い
ま
す
。

家
庭
に
お
け
る
今
後
の
端
末
使
用
に

関
わ
る
通
信
料
は
、
保
護
者
負
担
で
お

願
い
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

⑶
①
　
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
は
順
次
導

入
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

②
・
③
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
に
通
暁
す
る
教

員
が
各
校
に
在
籍
す
る
こ
と
か
ら
、
教

員
間
で
主
体
的
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
を
学
び

合
い
、
高
め
合
う
環
境
づ
く
り
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。
人
事
異
動
に
つ
い
て

も
、
以
上
か
ら
現
在
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

⑷
　
教
科
担
任
制
の
メ
リ
ッ
ト
は
理

解
し
て
い
ま
す
が
、
す
べ
て
の
時
数
を

担
保
す
る
人
材
を
確
保
す
る
こ
と
は
現

実
的
に
難
し
い
状
況
で
す
。
今
後
も
、

専
科
教
員
の
配
置
に
関
す
る
国
、
県
の

動
向
を
注
視
し
、
引
き
続
き
検
討
し
て

い
き
ま
す
。（
教
育
長
）

つ
い
て
一
般
質
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

前
向
き
な
答
弁
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

教
科
担
任
制
に
つ
い
て
は
、「
教
員

の
専
門
性
が
発
揮
で
き
る
、
子
供
た
ち

の
学
び
が
深
ま
る
、
教
員
の
働
き
方
改

革
に
つ
な
が
る
」
と
い
っ
た
点
か
ら
長

野
県
教
員
委
員
会
も
評
価
し
て
い
ま
す
。

制
度
導
入
に
は
教
員
増
等
の
大
き
な

課
題
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育

を
含
む
対
応
に
つ
い
て
は
学
校
現
場
に

お
け
る
創
意
工
夫
、
頑
張
り
の
み
で
は

実
現
が
困
難
な
こ
と
は
自
明
で
す
。
　

小
布
施
町
教
育
委
員
会
に
あ
っ
て
は
、

教
職
員
の
配
置
、
教
育
環
境
の
整
備
改

善
に
関
し
、
学
校
現
場
を
支
援
す
る
施

策
に
つ
い
て
速
や
か
な
実
行
が
求
め
ら

れ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

教
科
担
任
制
に
関
す
る
そ
の
後
の
検

討
経
過
等
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
関
わ
る
諸
課

題

⑴
　
教
員
及
び
児
童
・
生
徒
は
、
ま

ず
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
に
触
れ
て
み
る
と

い
う
基
本
的
な
操
作
か
ら
徐
々
に
ス

タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

学
校
に
お
け
る
使
用
上
の
ル
ー
ル
を

定
め
、
児
童
・
生
徒
が
自
分
自
身
の
健

寺島弘樹議員

こ
の
２
０
２
１
年
４
月
か
ら
、

全
て
の
小
中
学
校
で
学
習
用
端

末
を
利
用
し
た
授
業
が
開
始
さ
れ
る
こ

と
を
見
据
え
、
中
央
教
育
審
議
会
で
は

体
制
見
直
し
等
の
制
度
改
正
を
促
す
答

申
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。
概
要
は
、
大

き
く
二
つ
と
理
解
し
て
い
ま
す
。

１
　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
活
用

指
導
力
の
向
上
の
観
点
か
ら
、
端
末
の

配
備
計
画
後
の
効
果
的
な
使
用
に
対
す

る
懸
念
へ
の
言
及
。

２
　
教
科
担
任
制
の
２
０
２
２
年
度
導

入
の
明
記
。
小
学
校
５
・
６
年
生
に
専

門
教
員
が
教
え
る
教
科
担
任
制
を
本
格

的
に
導
入
し
、
対
象
教
科
は
理
科
、
算

数
、
英
語
を
例
示
。

今
年
度
は
学
校
現
場
の
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
元

年
」
と
も
考
え
ま
す
が
、
栗
ガ
丘
小
学

校
、
小
布
施
中
学
校
で
の
教
育
体
制
等

の
現
況
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
係
る
諸
課
題
に
つ
い

て⑴
　
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
国
に
お
け
る

配
備
計
画
で
掲
げ
た
次
の
目
標
が
あ
り

ま
す
。

「
多
様
な
子
供
た
ち
を
誰
一
人
取
り

残
さ
ず
、
学
び
を
個
別
最
適
化
す
る
」

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
配
布
終
了
後
、

教
員
に
お
け
る
基
本
的
な
操
作
、
児
童

及
び
生
徒
へ
の
指
導
方
法
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教

育
の
後
方
支
援
態
勢
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
下
で
の
選
択
肢
と
し
て
遠
隔
授

業
へ
の
円
滑
な
切
替
及
び
運
用
上
の
問

題
点
や
準
備
状
況
等
に
係
る
諸
課
題
に

対
し
、
教
育
長
の
お
考
え
を
伺
い
ま
す
。

⑵
　
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
に
関
し
、
児

童
・
生
徒
が
自
宅
等
で
の
利
用
す
る
際

の
ル
ー
ル
若
し
く
は
使
用
基
準
上
の
課

題
に
つ
い
て
次
の
観
点
か
ら
伺
い
ま
す
。

①
故
障
、
紛
失
等
の
対
応

②
不
適
切
サ
イ
ト
へ
の
閲
覧
制
限
措
置

等
へ
の
具
体
的
対
応
策

③
通
信
料
の
負
担
等

⑶
　
端
末
の
導
入
の
み
に
留
ま
ら
な
い

今
後
の
教
育
環
境
整
備
に
つ
い
て
。

①
　
授
業
改
善
に
つ
な
が
る
デ
ジ
タ
ル

活
用
に
つ
い
て
（
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の

導
入
（
２
０
２
４
年
度
～
）
が
控
え
る

状
況
下
で
の
今
後
の
方
向
性
）

②
　
多
忙
な
教
員
へ
の
支
援
態
勢
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
研
修
体
制

③
　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
に
通
暁
す
る
教
員
の

確
保
及
び
人
事
異
動
の
基
本
的
な
考
え

⑷
　
一
昨
年
、
教
科
担
任
制
の
導
入
に

Q A

Q A

中
島
教
育
長

「
多
様
な
子
供
た
ち
を
誰
一
人
取
り
残
さ
ず
、
学
び
を
個
別
最

適
化
す
る
」
教
育
環
境
整
備
へ
の
速
や
か
な
実
行
に
つ
い
て

児
童
・
生
徒
は
、
健
康
面
等
に
留
意
し
つ
つ
、
端
末
の
基
本
的
な
操
作
等
を
開
始
し

て
い
ま
す
。
教
職
員
は
個
々
の
児
童
等
に
沿
っ
た
指
導
方
法
の
研
修
を
始
め
ま
し
た
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東
京
都
稲
城
市
で
は
、
65
歳

以
上
の
高
齢
者
が
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
参
加
す
る
た
び
に
ポ
イ
ン
ト

が
貯
ま
り
、
年
間
最
大
５
０
０
０
円
ま

で
、
介
護
保
険
料
の
割
引
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
そ
う
で
す
。

お
で
こ
ポ
イ
ン
ト
は
、
介
護

予
防
や
地
域
の
担
い
手
確
保
な

ど
を
通
し
て
、
健
康
寿
命
の
延
伸
を
目

指
し
た
取
り
組
み
で
す
。
介
護
保
険
料

の
軽
減
に
使
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
は
、

制
度
的
に
難
し
い
と
考
え
ま
す
。

小
布
施
町
の
婚
姻
数
や
出
生

数
の
推
移
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

過
去
３
年
間
の
婚
姻
数
は
平

成
30
年
57
件
、
令
和
元
年
67
件
、

令
和
２
年
55
件
で
す
。
出
生
数
は
平
成

30
年
76
人
、
令
和
元
年
72
人
、
令
和
２

年
67
人
で
す
。

町
は
、
子
育
て
応
援
家
賃
補

助
金
と
し
て
、
申
請
者
の
年
齢

を
29
歳
以
下
と
し
て
い
る
が
、
年
齢
制

限
を
緩
和
し
て
は
ど
う
か
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
が
長
期
化
し
て
い
く
中
で
、

推
移
を
慎
重
に
見
守
り
な
が
ら
、
必
要

に
応
じ
て
年
齢
制
限
の
緩
和
等
に
つ
い

て
検
討
し
た
い
。

結
婚
新
生
活
支
援
事
業（
例
：

39
歳
以
下
30
万
円
の
補
助
）
や
、

出
産
育
児
祝
い
金
事
業
（
例
：
10
万
円

～
30
万
円
）
な
ど
の
直
接
的
経
済
支
援

の
創
設
は
。限

ら
れ
た
財
源
の
中
で
の
新

た
な
補
助
金
の
新
設
は
慎
重
に

な
ら
ざ
る
を
得
な
い
面
が
あ
り
ま
す
が
、

渡辺建次議員

医
療
機
関
の
「
か
か
り
つ
け

医
」
の
定
義
に
つ
い
て
、
受
診

し
た
期
間
や
頻
度
な
ど
で
認
定
さ
れ
る

の
で
し
ょ
う
か
。

日
本
医
師
会
等
で
は
、「
か

か
り
つ
け
医
」
は
、
な
ん
で
も

相
談
で
き
る
う
え
、「
最
新
の
医
療
情

報
を
熟
知
し
て
、
必
要
な
時
に
は
専
門

医
、
専
門
医
療
機
関
を
紹
介
で
き
、
身

近
で
頼
り
に
な
る
地
域
医
療
、
保
健
、

福
祉
を
担
う
総
合
的
な
能
力
を
有
す
る

医
師
」
と
定
義
し
、
受
診
期
間
や
頻
度

な
ど
で
認
定
さ
れ
る
基
準
は
設
け
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
。

様
々
な
理
由
に
よ
り
、
ワ
ク

チ
ン
を
接
種
し
な
い
人
も
い
ま

す
。
世
間
で
は
、そ
の
人
た
ち
へ
の
「
ワ

ク
チ
ン
差
別
」
が
発
生
し
て
い
る
と
こ

ろ
が
あ
る
と
の
こ
と
。対
応
を
伺
い
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
強
制
で

は
な
く
あ
く
ま
で
本
人
の
意
思

に
基
づ
き
受
け
る
も
の
で
す
。「
接
種

し
て
い
な
い
者
に
対
し
て
、
差
別
、
い

じ
め
、
職
場
や
学
校
等
に
お
け
る
不
利

益
な
取
扱
い
等
は
決
し
て
許
さ
れ
る
も

の
で
は
な
い
こ
と
を
広
報
等
に
よ
り
周

知
徹
底
す
る
な
ど
必
要
な
対
応
を
行
う

こ
と
」（
国
会
の
付
帯
決
議
）
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
町
で
も
留
意
し
対
応
し
て

ま
い
り
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
ロ
ス
を
防
ぐ
た
め

副
町
長
や
教
育
長
等
が
緊
急
接

種
さ
れ
た
と
か
。
経
緯
を
伺
い
ま
す
。

接
種
実
施
中
、
各
医
療
機
関

の
接
種
人
数
か
ら
ワ
ク
チ
ン
４

人
分
の
残
余
が
生
じ
る
こ
と
が
分
か
り
、

余
剰
ワ
ク
チ
ン
廃
棄
を
防
ぐ
た
め
、
緊

急
的
な
対
応
と
し
て
、
65
歳
以
上
の
理

事
者
及
び
職
員
、
合
わ
せ
て
４
名
に
接

種
を
行
い
ま
し
た
。

Q AQ A

Q A

Q AQ AQ A

Q A

Q AQ A

Q A

Q AQ AQ A

Q A

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
す
る
い
く
つ
か
の
課
題
は

益
満
健
康
福
祉
課
長
補
佐

か
か
り
つ
け
医
で
の

個
別
接
種
を
中
心
に
実
施

コ
ロ
ナ
禍
で
急
進
す
る
少
子

化
へ
の
早
急
の
対
応
策
を

推
移
を
慎
重
に
見
守
り
な
が

ら
、
検
証
し
見
直
し
た
い

須
藤
企
画
財
政
課
長

お
で
こ
ポ
イ
ン
ト
で
介
護

保
険
料
の
支
払
い
を

制
度
的
に
難
し
い
と
考
え
て

い
ま
す

永
井
健
康
福
祉
課
長

安
全
協
会
街
頭
指
導
の
見

直
し
を

高
齢
者
の
出
役
に
は
椅
子
等

の
使
用
も
か
ま
い
ま
せ
ん

芋
川
建
設
水
道
課
長
補
佐

随
時
検
証
、
見
直
し
を
行
っ
て
い
き
た

い
。
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こ
れ
に
加
え
て
、「
ふ
る
さ
と
ワ
ー

キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
」
を
導
入
し
て
広
く

多
様
な
皆
さ
ん
に
比
較
的
簡
単
に
小
布

施
町
と
の
関
係
を
築
い
て
い
た
だ
く
機

会
を
作
っ
て
い
く
こ
と
は
と
て
も
有
益

な
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

以
上
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
小
布
施

町
に
お
い
て
も
こ
の
「
ふ
る
さ
と
ワ
ー

キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
」
を
導
入
し
て
は
ど

う
か
と
考
え
、
答
弁
を
求
め
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
事
業
を
通
じ
て

地
域
と
の
か
か
わ
り
を
深
め
る

機
会
を
提
供
す
る
こ
と
は
、
町
と
の
関

係
を
築
い
て
い
た
だ
け
る
方
が
増
加
し

て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
り
有
益
な
こ
と

で
あ
る
と
考
え
る
一
方
で
、
実
施
に
向

け
た
課
題
と
し
て
は
受
入
れ
企
業
が
あ

る
こ
と
、
そ
の
企
業
と
の
仕
事
内
容
の

調
整
や
長
期
滞
在
の
受
入
れ
態
勢
の
整

備
等
が
あ
り
ま
す
。

現
時
点
で
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
導
入

に
向
け
て
取
り
組
む
状
況
に
は
な
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
が
、
制
限
な
く
人
々

が
都
市
部
と
地
方
を
行
き
来
で
き
る
状

況
に
な
り
ま
し
た
ら
、
関
係
人
口
増
加

策
の
一
つ
と
し
て
導
入
に
向
け
た
検
討

を
進
め
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

小西和実議員

総
務
省
が
２
０
１
７
年
１
月

か
ら
日
本
国
内
８
か
所
の
地
域

で「
ふ
る
さ
と
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
」

と
い
う
取
組
み
を
開
始
し
ま
し
た
。

都
市
部
の
若
者
が
抱
え
る
「
旅
行
で

は
味
わ
え
な
い
体
験
が
し
た
い
」「
地

域
づ
く
り
へ
の
参
加
が
し
た
い
」「
地

域
と
の
交
流
を
深
め
た
い
」
と
い
っ
た

想
い
と
、
地
域
の
人
々
が
抱
え
る
「
地

域
の
魅
力
を
知
っ
て
ほ
し
い
」「
交
流

人
口
を
増
や
し
て
消
費
を
拡
大
し
た

い
」「
少
し
で
も
多
く
の
人
に
定
住
し

て
ほ
し
い
」
と
い
う
想
い
、
こ
の
双
方

の
想
い
を
繋
ぎ
合
わ
せ
具
現
化
さ
せ
た

制
度
が
「
ふ
る
さ
と
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ

デ
ー
」
で
す
。

地
方
で
一
定
期
間
の
休
暇
を
過
ご
す

と
共
に
、
期
間
中
は
そ
の
地
域
で
働
き

な
が
ら
滞
在
費
を
補
い
、
そ
の
活
動
の

か
た
わ
ら
で
地
域
住
民
と
の
交
流
（
イ

ベ
ン
ト
）
や
学
び
の
場
（
地
域
勉
強
会
）

を
通
じ
て
田
舎
暮
ら
し
を
体
感
が
で
き

る
と
い
う
制
度
で
す
。

東
京
圏
へ
の
人
口
の
一
極
集
中
が
進

む
中
、
地
方
と
か
か
わ
る
人
を
増
や
そ

う
と
総
務
省
が
２
０
１
６
年
度
に
制
度

を
設
け
、
農
業
な
ど
で
の
地
方
の
人
手

不
足
解
消
に
つ
な
げ
る
狙
い
も
あ
り
ま

す
。国

は
取
り
組
む
自
治
体
に
対
し
て
、

費
用
の
補
助
や
参
加
希
望
者
向
け
の
合

同
説
明
会
の
開
催
な
ど
で
支
援
を
し
て

い
ま
す
。
２
０
１
９
年
度
は
全
国
39
自

治
体
で
７
６
８
人
が
参
加
し
、
県
内
で

は
長
野
市
と
伊
那
市
が
取
り
組
み
始
め

て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
ま
さ
に
、
小
布
施
町
が

取
り
組
も
う
と
し
て
い
る
関
係
人
口
の

増
加
に
対
応
す
る
制
度
で
す
。
従
来
の

移
住
相
談
な
ど
で
は
接
点
を
持
ち
に
く

い
若
者
と
つ
な
が
る
機
会
と
位
置
付
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

期
間
終
了
後
に
交
流
が
継
続
で
き
る

よ
う
に
、
人
間
関
係
作
り
や
再
訪
し
た

い
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
受
け
入
れ
態

勢
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

本
格
的
に
取
り
組
む
市
町
村
は
ま
だ

県
内
で
珍
し
く
、
長
野
市
が
２
０
１
８

Q A

ふ
る
さ
と
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
導
入
の
可
能
性
は

須
藤
企
画
財
政
課
長

関
係
人
口
増
加
策
の
一
つ
と
し
て
検
討
し
た
い

年
度
に
試
験
的
に
23
人
を
受
け
入
れ
、

２
０
１
９
年
度
に
は
42
人
に
増
加
し
、

今
年
度
は
60
人
を
受
け
入
れ
る
見
込
み

で
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。

こ
の
「
ふ
る
さ
と
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ

デ
ー
」
に
は
長
野
市
の
場
合
、
対
応
窓

口
は
人
口
増
進
課
で
あ
る
と
の
こ
と
で

す
。長

野
市
が
参
加
者
に
行
っ
た
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
「
ま
た
長
野
市
を
訪
れ
て

み
た
い
と
思
う
か
」
と
い
う
問
い
に
42

人
の
う
ち
41
人
が
「
訪
れ
た
い
」
と
答

え
た
そ
う
で
す
。

現
在
小
布
施
町
に
大
正
大
学
、
東
京

大
学
、
慶
応
大
学
の
学
生
の
み
な
さ
ん

に
、
ゼ
ミ
や
課
外
授
業
の
一
環
で
小
布

施
町
に
定
期
的
に
訪
れ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

そ
し
て
「
ふ
る
さ
と
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ

リ
デ
ー
」
と
同
じ
総
務
省
が
制
度
の
管

轄
で
あ
る
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
の

皆
さ
ん
に
も
、
最
長
３
年
間
小
布
施
町

の
た
め
に
活
動
し
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

Q A
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Ｃ
ラ
ン
ク
判
定
施
設
の
改
築
予
定
は
。

④
　
民
間
活
力
の
導
入
は
。

⑤
　
イ
ン
フ
ラ
施
設
の
「
個
別
施
設
計

画
」
は
。

⑥
　
建
物
施
設
と
イ
ン
フ
ラ
施
設
の
た

め
の
財
源
確
保
は
。
令
和
３
年
度
ま
で

で
あ
る
「
公
共
施
設
等
適
正
管
理
推
進

事
業
債
」
を
活
用
し
な
か
っ
た
が
、
こ

の
事
業
債
に
代
わ
る
も
の
は
。

①
　
令
和
22
年
度
ま
で
に
縮
減

の
検
討
施
設
と
し
た
25
施
設
の

再
検
討
を
し
て
、
改
訂
し
ま
し
た
。
今

回
改
訂
の
個
別
施
設
計
画
に
合
わ
せ
総

合
管
理
計
画
も
改
訂
し
て
い
き
ま
す
。

②
　
今
回
改
訂
し
た
、
２
３
６
億
円
が

最
新
の
数
値
で
す
。

③
　
Ｃ
ラ
ン
ク
判
定
施
設
に
つ
い
て
、

保
健
セ
ン
タ
ー
は
令
和
８
年
度
に
大
規

模
改
修
、
令
和
23
年
度
に
改
築
を
予
定
。

役
場
庁
舎
は
令
和
９
、
10
年
度
に
大
規

模
改
修
、
令
和
23
年
度
に
改
築
を
予
定
。

小
布
施
分
署
は
令
和
10
年
度
に
改
築
を

予
定
。
６
次
産
業
セ
ン
タ
ー
は
令
和
20

年
度
に
長
寿
命
化
改
修
工
事
を
予
定
。

大島孝司議員

　
小
布
施
町
で
は
、
過
去
、
高

度
経
済
成
長
や
人
口
の
増
加
を

背
景
に
、
多
様
化
す
る
町
民
ニ
ー
ズ
を

踏
ま
え
、
多
く
の
公
共
施
設
を
建
設
し

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
現
在
は
少
子

高
齢
化
、
人
口
減
少
社
会
と
な
り
、
町

税
は
減
少
し
て
い
く
の
に
対
し
、
公
共

施
設
は
老
朽
化
の
た
め
物
件
費
は
増
加

し
て
い
く
と
い
う
、
財
政
の
悪
化
が
見

込
ま
れ
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、
健
全
で
持
続
可
能
な
町
政
運
営
を

進
め
る
こ
と
を
目
指
し
、
公
共
施
設
の

更
新
・
統
廃
合
・
長
寿
命
化
を
計
画
的

に
進
め
る
た
め
に
、「
小
布
施
町
公
共

施
設
等
総
合
管
理
計
画
」
を
４
年
前
、

平
成
29
年
３
月
に
策
定
し
、「
小
布
施

町
公
共
施
設
個
別
施
設
計
画
」
を
２
年

前
、
平
成
31
年
３
月
に
策
定
し
て
、
今

年
の
令
和
３
年
３
月
に
改
訂
し
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
次
の
６
項
目
に
つ
い
て

質
問
し
ま
す
。

①
　
個
別
施
設
計
画
の
改
訂
内
容
は
。

個
別
施
設
計
画
を
総
合
管
理
計
画
に
反

映
さ
せ
な
い
の
か
。

②
　
総
合
管
理
計
画
と
個
別
施
設
計
画

の
整
合
性
は
。
40
年
間
で
の
必
要
経
費

が
総
合
管
理
計
画
で
は
２
６
０
億
円
、

改
訂
前
の
個
別
施
設
計
画
と
２
年
前
の

答
弁
で
は
、
１
３
０
億
円
、
改
訂
後
の

個
別
施
設
計
画
で
は
２
３
６
億
円
と
の

こ
と
で
す
が
、
ど
の
数
字
が
正
し
い
の

か
。

③
　
公
共
施
設
総
保
有
量
の
適
正
化
は
。

Q A

Q A

小
布
施
町
公
共
施
設
個
別
施
設
計
画

令
和
３
年
３
月
改
定
の
内
容
は

25
施
設
の
再
検
討
を
行
い
改
訂
し
ま
し
た

畔
上
企
画
財
政
課
企
画
幹

公表している町公共施設個別計画と老朽化した旧ＰＴＡ会館

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
は
本
年
度
に

大
規
模
改
修
、
令
和
21
年
度
に
改
築
の

予
定
で
す
。
令
和
22
年
度
ま
で
に
取
壊

し
を
予
定
し
て
い
る
施
設
は
、
青
少
年

山
の
家
、
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
館
、
中
央

校
長
住
宅
。
取
壊
し
、
譲
渡
、
廃
止
を

検
討
し
て
い
る
施
設
は
ス
ポ
ー
ツ
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
お
ぶ
せ
交
流

館
、
ふ
る
さ
と
創
造
館
な
ど
22
施
設
で

す
。

④
　
指
定
管
理
に
つ
い
て
は
、
現
段
階

で
は
検
討
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
今
後
、

個
別
施
設
計
画
の
見
直
し
を
進
め
る
中

で
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

⑤
　
イ
ン
フ
ラ
施
設
に
つ
い
て
は
、
上

下
水
道
は
、
ス
ト
ッ
ク
、
ア
セ
ッ
ト
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
の
策
定
に
取
り
組
ん

で
お
り
、
橋
梁
に
つ
い
て
は
、
修
繕
計

画
を
策
定
し
、
修
繕
を
行
う
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。

⑥
　「
令
和
３
年
度
国
の
施
策
及
び
予

算
に
関
す
る
提
言
」
に
「
公
共
施
設
等

の
老
朽
化
対
策
に
お
け
る
地
方
債
の
充

実
・
改
善
に
つ
い
て
」
を
盛
り
込
ん
で

い
ま
す
。
基
金
に
つ
い
て
は
「
大
規
模

建
設
事
業
資
金
積
立
基
金
」
を
活
用
し

て
い
き
ま
す
。
今
後
、
国
・
県
補
助
金

な
ど
の
活
用
を
十
分
検
討
し
、
財
源
の

確
保
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
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の
こ
と
で
す
が
、
休
業
の
間
の
補
償
は

あ
り
ま
す
か
。
地
域
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
で
も
あ
り
早
期
復
旧
が
望
ま
れ
ま

す
が
見
通
し
は
ど
う
で
し
ょ
う
か

二
度
の
火
災
に
見
舞
わ
れ
て
し
ま
い
、

関
係
者
は
も
と
よ
り
近
所
に
お
住
ま
い

の
地
域
の
方
々
も
大
変
な
思
い
を
さ
れ

ま
し
た
が
、
今
後
の
危
機
管
理
防
災
強

化
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で

し
ょ
う
か
、
見
解
を
求
め
ま
す
。

ま
た
、
企
業
費
用
利
益
保
険
へ
の
加

入
は
ど
う
で
し
た
か
。

全
国
自
治
協
会
公
有
建

物
共
済
に
お
い
て
最
大

８
６
９
８
万
５
０
０
０
円
で
保
険
加
入

し
て
お
り
給
付
さ
れ
ま
す
。
休
業
補
償

と
し
て
一
日
利
用
の
方
は
１
０
０
０
円
、

半
日
利
用
の
方
は
５
０
０
円
の
補
償
を

行
い
ま
し
た
。

居
場
所
確
保
に
向
け
て
は
、
代
替
施

設
の
選
定
や
新
た
な
施
設
の
再
建
を
果

た
す
べ
く
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

危
機
管
理
防
災
強
化
と
し
て
、
防
犯

カ
メ
ラ
や
人
感
セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト
の
設

置
を
行
い
ま
す
。
再
建
後
に
お
い
て
も
、

近
隣
に
お
住
ま
い
の
皆
さ
ま
の
不
安
を

除
く
こ
と
が
重
要
で
、
防
犯
対
策
の
強

化
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

な
お
、
企
業
費
用
利
益
保
険
の
加
入

は
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

指
定
管
理
者
制
度
の
ワ
ー
ク

ホ
ー
ム
み
す
み
草
の
火
災
に
よ

る
損
害
に
つ
い
て
の
給
付
は
、
火
災
原

因
に
か
か
わ
ら
ず
、
共
済
金
は
給
付
さ

れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

現
在
利
用
者
の
皆
さ
ん
は
、
同
法
人

の
別
の
施
設
に
て
就
労
で
き
て
い
る
と

中村雅代議員

第
４
次
小
布
施
町
男
女
共
同

参
画
基
本
計
画
策
定
を
踏
ま
え

て
、
当
町
の
男
女
共
同
参
画
推
進
の
取

組
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
第
３
次
基
本

計
画
の
推
進
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
課

題
の
見
直
し
を
行
い
、
具
体
的
な
施
策

の
策
定
を
行
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

昨
年
町
民
１
０
０
０
人
を
対

象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

し
、
男
女
共
同
参
画
の
理
想
と
す
る
姿

が
浸
透
し
、
意
識
改
革
が
感
じ
ら
れ
る

一
方
で
、
家
庭
・
地
域
・
職
場
な
ど
の

日
常
生
活
は
、
依
然
と
し
て
多
く
の
性

別
役
割
分
担
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
課

題
と
し
て
分
か
り
ま
し
た
。

当
町
に
お
け
る
審
議
会
等
委

員
、
職
員
の
管
理
職
、
農
業
委

員
、
自
治
会
役
員
な
ど
に
占
め
る
女
性

の
参
画
が
低
い
分
野
に
つ
い
て
の
見
解

は
。

割
合
は
１
割
か
ら
５
割
程
度

と
な
っ
て
お
り
特
に
自
治
会
長

や
町
職
員
の
管
理
職
は
ゼ
ロ
で
大
変
厳

し
い
現
状
に
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま

す
。

登
用
率
を
上
げ
る
た
め
の
具

体
策
を
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で

し
ょ
う
か

学
習
会
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
等
の

開
催
に
よ
り
、
男
女
共
同
参
画

に
関
し
て
触
れ
る
機
会
の
提
供
を
継
続

し
て
い
く
こ
と
に
加
え
、
な
か
な
か
女

性
の
登
用
が
進
ま
な
い
原
因
分
析
や
方

策
に
つ
い
て
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
実
施
な

ど
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

Q A

Q A

Q A

Q A

Q A

Q A

Q A

Q A

須
藤
企
画
財
政
課
長

第
４
次
小
布
施
町
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
が

目
指
す
将
来
像
と
は

課
題
解
消
の
た
め
に
学
習
機
会
の
充
実
に
よ
る
一
層
の

意
識
啓
発
の
推
進
に
よ
り
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す

公
有
建
物
災
害
共
済
事
業

つ
い
て

火
災
原
因
に
関
わ
ら
ず
、

共
済
金
は
給
付
さ
れ
ま
す

永
井
健
康
福
祉
課
長
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結
果
を
踏
ま
え
た
課
題
の
整
理
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
長
野
県
の
目
標
値
も

踏
ま
え
な
が
ら
、
ま
ず
は
排
出
量
の
主

体
の
一
つ
で
も
あ
る
町
役
場
が
率
先
し

て
削
減
に
取
り
組
む
こ
と
を
前
提
に
、

町
民
の
皆
さ
ん
に
分
析
結
果
を
積
極
的

に
公
表
・
共
有
し
、
一
緒
に
議
論
す
る

場
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
す
。
排
出
量
削

減
の
具
体
的
な
目
標
設
定
と
プ
ラ
ン
の

策
定
に
取
り
組
み
、
今
年
度
中
に
は
そ

の
成
果
を
気
候
変
動
エ
ネ
ル
ギ
ー
行
動

計
画
に
取
り
ま
と
め
、
町
の
方
針
と
し

て
発
信
し
て
い
く
予
定
で
す
。

連
携
協
定
を
東
京
都
港
区
の

Ｉ
Ｔ
企
業
と
結
ぶ
必
要
性
は
何

か
。

ご
質
問
い
た
だ
い
た
連
携
協

定
は
住
民
生
活
に
無
く
て
は
な

ら
な
い
「
上
下
水
道
、
電
力
、
通
信
」

の
３
つ
の
イ
ン
フ
ラ
を
対
象
に
、
環
境

配
慮
、
災
害
へ
の
強
靭
化
、
持
続
可
能

な
経
営
、
地
域
文
化
と
の
共
生
の
４
つ

の
視
点
を
大
切
に
し
た
持
続
可
能
な
次

世
代
型
イ
ン
フ
ラ
の
あ
り
方
を
検
討
し
、

福島浩洋議員

我
が
小
布
施
町
民
の
皆
さ
ん

へ
の
周
知
と
し
て
パ
リ
協
定
の

必
要
性
と
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
削
減

と
は
何
か
具
体
的
な
説
明
を
求
め
ま
す
。

気
温
上
昇
は
、
令
和
元
年
19

号
台
風
災
害
の
よ
う
な
こ
れ
ま

で
に
な
い
大
規
模
な
災
害
発
生
リ
ス
ク

の
増
大
、
農
作
物
の
生
育
環
境
へ
の
打

撃
、
感
染
症
発
生
リ
ス
ク
の
増
大
な
ど
、

日
常
生
活
に
直
接
的
か
つ
破
壊
的
な
影

響
を
も
た
ら
す
可
能
性
が
あ
り
、
小
布

施
町
に
お
い
て
も
、
そ
の
影
響
は
甚
大

で
全
て
の
自
治
体
、
事
業
者
、
そ
し
て

住
民
一
人
一
人
が
パ
リ
協
定
を
踏
ま
え

て
積
極
的
な
取
組
を
推
進
し
て
い
く
必

要
性
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

町
で
は
昨
年
度
よ
り
総
務
課
内
に
環

境
分
野
に
お
け
る
町
の
現
状
分
析
や
施

策
検
討
等
を
行
う
総
合
政
策
推
進
室
を

設
置
し
、
名
古
屋
大
学
な
ど
専
門
機
関

協
力
の
下
に
町
に
お
け
る
温
室
効
果
ガ

ス
排
出
量
の
分
析
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。

環
境
省
の
推
計
値
の
分
析
結
果
で
は
、

町
内
排
出
量
の
約
33
％
が
自
動
車
か
ら
、

家
計
部
門
で
は
約
16
％
業
務
部
門
（
事

業
所
）
か
ら
は
約
14
％
が
排
出
さ
れ
て

い
る
と
推
定
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
す
。

こ
れ
ら
を
今
後
小
布
施
町
が

推
進
し
て
い
く
た
め
の
指
針
は

ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

現
在
、
こ
れ
ら
の
分
析
結
果

の
周
知
に
向
け
た
準
備
や
分
析

Q A

Q A

Q A

Q A

Q A

Q A

桜
井
町
長

小
布
施
町
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
削
減
は

ど
の
よ
う
に
進
め
る
か

ま
ず
は
、
町
役
場
が
率
先
し
て
排
出
量
削
減
に
取
り
組
み

積
極
的
に
公
表
し
議
論
す
る
場
を
つ
く
り
ま
す

CO2 温室効果ガス排出量削減の屋根ソーラーパネル

相
互
に
連
携
し
て
実
現
化
に
必
要
な
施

策
策
定
を
目
指
す
も
の
と
し
、
そ
の
成

果
を
令
和
３
年
９
月
に
は
公
表
す
る
予

定
で
す
。

（
株
）
シ
グ
マ
ク
シ
ス
に
つ
い
て
は
、

町
が
イ
ン
フ
ラ
更
新
の
効
率
化
や
環
境

対
応
の
検
討
を
進
め
る
中
で
、
ご
縁
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
昨
年
の
低
区
配
水

池
（
雁
田
）
更
新
事
業
で
も
委
員
の
一

人
と
し
て
町
の
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
に

も
助
言
い
た
だ
い
て
お
り
包
括
連
携
協

定
も
含
め
て
社
会
貢
献
事
業
と
し
て
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
か
か
わ
っ
て
い
た
だ
い

て
お
り
、
今
後
も
協
働
し
て
い
く
つ
も

り
で
す
。

今後ますます期待される小水力発電設備
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だ
け
で
は
資
格
者
増
加
に
つ
な
が
る
か

懸
念
が
あ
り
ま
す
。

　
現
在
、
長
野
県
内
で
は
、
養
成
研
修

講
座
を
実
施
し
て
い
る
機
関
は
松
本
大

学
だ
け
で
、
自
治
体
独
自
で
実
施
し
て

い
る
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
せ
ん
。
他
県
の

市
町
村
で
実
施
し
て
い
る
よ
う
に
、
防

災
士
機
構
か
ら
認
証
を
受
け
る
形
で
小

布
施
町
独
自
で
企
画
し
、
防
災
士
取
得

に
向
け
た
養
成
研
修
講
座
や
試
験
の
受

講
を
小
布
施
町
内
で
受
け
ら
れ
る
よ
う

な
仕
組
み
も
含
め
て
具
体
的
に
検
討
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
受
講
し
や
す
く
受
講
料
が
削

減
さ
れ
効
果
的
な
仕
組
み
と
考

え
ま
す
が
、
資
格
取
得
を
容
易
に
す
る

た
め
に
は
、
や
は
り
受
験
料
や
申
請
料

な
ど
の
補
助
も
必
要
と
考
え
ま
す
が
い

か
が
か
。　

そ
れ
ら
も
含
め
詳
細
に
検
討

し
ま
す
。

　
制
度
設
計
を
急
ぎ
、
令
和
四

年
度
の
予
算
に
反
映
す
る
と
考

え
て
よ
ろ
し
い
か
。

　
令
和
四
年
度
予
算
と
し
て
は

確
約
で
き
ま
せ
ん
が
、
他
の
防

災
対
策
を
含
め
早
急
に
検
討
し
て
ま
い

り
ま
す
。

よ
っ
て
は
異
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

会
長
は
区
長
が
兼
務
し
、
情
報
連
絡
・

消
化
水
防
な
ど
の
担
当
も
原
則
１
年
と

い
う
こ
と
で
そ
の
知
識
や
経
験
が
継
続

し
ま
せ
ん
。
そ
う
い
っ
た
意
味
に
お
い

て
も
、「
防
災
士
」
の
よ
う
な
災
害
時

に
お
け
る
地
域
リ
ー
ダ
ー
の
必
要
性
を

感
じ
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
こ
で
、

①
　「
防
災
士
」
の
必
要
性
を
検
討
し
、

養
成
を
図
る
考
え
は
な
い
か
。

②
　
資
格
取
得
を
容
易
に
す
る
た
め
、

必
要
な
経
費
を
補
助
す
る
考
え
は
な

い
か
。

　
以
上
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　
昨
今
、
甚
大
化
す
る
災
害
発

生
を
踏
ま
え
、
防
災
士
の
よ
う

な
専
門
知
識
を
得
た
住
民
の
皆
様
が
、

災
害
時
に
地
域
で
活
躍
し
て
い
た
だ
く

こ
と
が
町
と
し
て
も
理
想
的
な
状
態
だ

と
考
え
て
お
り
、
ご
提
案
を
積
極
的
に

検
討
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
一
方
で
、
資
格
取
得
に
は
研
修
や
試

験
を
受
け
ら
れ
る
場
所
や
時
間
的
な

ハ
ー
ド
ル
が
高
く
、
補
助
制
度
の
創
設

関　良幸議員

　
町
で
は
台
風
19
号
災
害
の
教

訓
を
踏
ま
え
、
千
曲
川
右
岸
堤

防
大
型
土
嚢
の
設
置
、
国
土
強
靭
化
計

画
の
策
定
、
長
野
高
専
と
の
防
災
ま
ち

づ
く
り
の
推
進
な
ど
、
事
前
の
災
害
想

定
や
対
策
を
強
化
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
が
、
町
民
の
防
災
意
識
の
高
揚
を
図

り
、
地
域
防
災
の
担
い
手
の
育
成
を
促

進
し
、
地
域
防
災
力
の
向
上
を
目
指
し
、

「
防
災
士
」
の
養
成
を
図
る
こ
と
が
必

要
と
考
え
ま
す
。

　「
防
災
士
」
は
、「
日
本
防
災
士
機
構
」

が
認
証
す
る
資
格
で
、
指
定
の
講
座
を

受
講
し
試
験
に
合
格
し
た
の
ち
、
救
急

救
命
講
習
を
受
け
る
と
取
得
で
き
、
自

治
会
で
の
地
域
住
民
へ
の
日
ご
ろ
の
防

災
・
減
災
意
識
の
啓
発
や
防
災
訓
練
な

ど
に
お
け
る
貢
献
、
更
に
は
災
害
時
に

お
け
る
避
難
誘
導
、
避
難
所
の
開
設
・

運
営
に
お
け
る
行
政
の
支
援
な
ど
を
担

う
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
資
格
は
、
阪
神
淡
路
大
震
災
の

教
訓
を
踏
ま
え
、
災
害
時
に
地
域
で
活

躍
で
き
行
政
の
支
援
が
で
き
る
人
材
を

育
成
し
よ
う
と
創
設
さ
れ
た
も
の
で
、

そ
の
後
も
東
日
本
大
震
災
・
熊
本
地
震

な
ど
大
災
害
が
相
次
い
だ
こ
と
か
ら
資

格
取
得
者
数
が
増
え
、
現
在
全
国
で

二
十
万
数
千
人
が
資
格
を
取
得
し
、
長

野
県
に
お
い
て
も
二
千
八
百
余
人
が
取

得
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
ま
た
、
災
害
発
生
時
に
資
格
を
生
か

し
た
り
、
地
域
の
防
災
訓
練
に
貢
献
し

た
り
と
い
っ
た
活
躍
を
受
け
、
資
格
取

得
を
後
押
し
し
よ
う
と
助
成
制
度
を
設

け
る
自
治
体
が
増
え
て
い
ま
す
。
長
野

県
に
お
い
て
は
、
河
川
の
氾
濫
に
よ
る

水
害
、
活
断
層
が
あ
り
地
震
が
心
配
さ

れ
る
市
町
村
な
ど
、
私
が
調
べ
た
限
り

で
は
十
数
市
町
村
が
助
成
制
度
を
導
入

し
て
い
ま
す
。

　
須
坂
市
に
お
い
て
は
、
台
風
19
号
災

害
時
に
お
け
る
避
難
所
の
開
設
・
運
営

な
ど
の
教
訓
か
ら
、
令
和
三
年
度
か
ら

二
〇
七
万
円
を
予
算
化
し
、
三
万
五
千

円
を
限
度
と
し
て
制
度
化
し
ま
し
た
。

　
現
在
、
各
自
治
会
に
は
自
主
防
災
会

が
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。
自
治
会
に

Q A

Q AQ A Q AQ A

大
宮
総
務
課
長

防
災
士
の
活
動
は
町
と
し
て
も
理
想
的

積
極
的
に
検
討
し
た
い

「
防
災
士
」
の
養
成
と
資
格
取
得
の
た
め
に
補
助
を

Q A
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竹内淳子議員

当
町
は
脱
炭
素
に
向
け
有
効

な
削
減
計
画
を
建
て
る
段
階
に

入
り
ま
し
た
。
政
府
は
２
０
５
０
年
ま

で
に
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
を
実
質
ゼ

ロ
に
す
る
目
標
を
明
記
し
た
「
改
正
地

球
温
暖
化
対
策
推
進
法
」
を
制
定
し
、

市
町
村
で
の
再
生
エ
ネ
利
用
促
進
な
ど

の
施
策
と
実
施
目
標
を
定
め
る
よ
う
努

め
る
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
太
陽
光
や
風
力
発
電
の
建
設

を
巡
っ
て
は
、
景
観
破
壊
や
騒
音
な
ど

を
理
由
に
業
者
側
と
地
域
住
民
と
の
ト

ラ
ブ
ル
が
相
次
い
で
い
る
た
め
、
自
治

体
が
建
設
計
画
に
関
与
で
き
る
仕
組
み

と
し
て
発
電
施
設
を
誘
致
す
る
「
促
進

区
域
」
を
定
め
る
よ
う
努
め
る
こ
と
、

住
民
と
事
業
者
が
事
前
に
協
議
し
て
合

意
が
得
ら
れ
た
計
画
を
認
定
で
き
る
よ

う
に
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

条
例
を
定
め
問
題
が
起
き
な
い
よ
う

規
制
を
し
て
い
る
自
治
体
に
は
上
田
市
、

長
野
市
、
茅
野
市
、
原
村
、
安
曇
野
市
、

高
山
村
等
あ
り
ま
す
。

①
　
発
電
施
設
を
誘
致
す
る
「
促
進

区
域
」
を
定
め
る
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

関
連
す
る
条
例
を
定
め
る
考
え
は
あ
り

ま
す
か
。

小
布
施
町
は
長
野
県
の
中
で

も
早
く
か
ら
景
観
を
大
切
に
し

た
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

町
と
し
て
、
太
陽
光
発
電
を
は
じ
め

と
し
た
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
活
用
は
、

積
極
的
に
取
り
組
み
た
い
も
の
で
あ
り
、

設
置
の
推
進
を
図
り
つ
つ
景
観
に
配
慮

し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
作
成
や
条
例
規

制
の
改
正
を
視
野
に
、
町
が
関
与
す
る

形
で
影
響
を
で
き
る
限
り
回
避
・
低
減

す
る
た
め
の
工
夫
や
対
応
を
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

Q A

Q A

林
建
設
水
道
課
長

脱
炭
素
社
会
実
現
に
向
け
て
の

自
然
電
力
設
備
建
設
の
影
響
に
つ
い
て

影
響
に
配
慮
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
・

条
例
規
制
を
検
討
す
る

令
和
元
年
台
風
19
号
は
千
曲

川
の
堤
防
の
越
水
に
よ
り
当
町

に
も
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

こ
の
水
害
が
「
い
つ
、
ど
こ
で
、
な

ぜ
起
き
た
の
か
」
そ
し
て
「
行
政
は
、

消
防
は
、
自
治
会
は
、
町
民
の
皆
さ
ん

は
」
ど
の
よ
う
な
行
動
を
と
っ
た
の
か

を
記
録
に
残
す
こ
と
は
、
今
後
の
自
然

災
害
等
の
危
機
管
理
対
応
に
生
か
す
上

で
重
要
な
こ
と
と
思
う
が
、
考
え
を
お

聞
き
し
ま
す
。

町
と
し
て
、「
町
報
特
別
号
」

で
台
風
災
害
の
概
要
を
全
戸
配

布
す
る
と
と
も
に
、
全
町
民
を
対
象
に

し
た
災
害
時
の
避
難
行
動
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
そ
の
結
果

を
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
町
報
お
ぶ
せ
の

特
集
記
事
と
し
て
発
信
し
ま
し
た
。
ま

た
、「
わ
が
家
の
避
難
計
画
」
の
作
成

講
習
会
の
実
施
、
町
職
員
の
当
時
の
動

き
方
に
つ
い
て
も
問
題
点
を
振
り
返
り
、

マ
ニ
ュ
ル
を
作
成
す
る
な
ど
の
取
組
み

を
進
め
て
き
ま
し
た
。
今
年
度
中
に
災

害
時
に
各
団
体
が
ど
の
よ
う
に
動
く
べ

台
風
19
号
の
記
録
の
作
成
・
災

害
支
援
基
金
の
創
設
に
つ
い
て

今
年
度
中
に
分
か
り
や
す
い
資

料
作
成
を
考
え
る

災
害
支
援
基
金
は
財
政
運
営
上

厳
し
い
状
況

久
保
田
副
町
長
・
大
宮
総
務
課
長

き
か
、
分
か
り
や
す
い
形
で
ま
と
め
た

資
料
を
提
出
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

先
の
災
害
に
遭
わ
れ
た
住
民

に
、
国
や
県
か
ら
の
生
活
再
建

資
金
援
助
が
十
分
で
な
か
っ
た
、
災
害

基
準
に
照
ら
し
て
支
援
が
受
け
ら
れ
な

い
な
ど
、
生
活
再
建
を
し
た
く
て
も

中
々
前
に
進
む
こ
と
が
で
き
な
い
と

い
っ
た
状
況
を
見
聞
き
し
ま
し
た
。
町

は
自
然
災
害
の
被
害
に
遭
っ
た
方
々
を

支
援
す
る
「
基
金
の
創
設
」
に
つ
い
て

重
要
だ
と
思
う
が
検
討
で
き
な
い
か
お

聞
き
し
た
い
。

「
基
金
の
創
設
」
は
財
政
運

営
上
避
け
た
い
と
考
え
ま
す
。

「
財
政
調
整
基
金
」
は
、
大
規
模
災
害

で
多
額
の
支
出
が
必
要
に
な
る
場
合
な

ど
に
備
え
て
積
み
立
て
て
い
る
基
金
で

す
。
災
害
見
舞
金
の
支
給
を
す
る
こ
と

と
な
っ
た
場
合
は
「
財
政
調
整
基
金
」

を
取
り
崩
し
、
そ
の
財
源
を
確
保
す
る

こ
と
が
適
切
と
考
え
ま
す
。

Q A

Q A

Q A

Q A
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タ
ブ
レ
ッ
ト
に
よ
る
教
育
は
教
科
書

の
文
字
だ
け
の
授
業
よ
り
も
、
映
像
や

画
像
に
合
わ
せ
た
音
声
な
ど
を
使
用
す

る
こ
と
で
、
視
覚
や
聴
覚
か
ら
情
報
を

吸
収
し
、
楽
し
さ
を
生
徒
も
先
生
も
同

時
に
共
感
で
き
効
果
的
な
学
習
に
つ
な

が
り
ま
す
。

①
　
学
校
で
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
学
習
の

で
き
る
環
境
の
整
備
状
況
は
。

②
　
教
師
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
操
作
の
知

識
・
技
術
の
「
差
」
が
、
ク
ラ
ス
の

学
力
の
「
差
」
に
つ
な
が
ら
な
い
よ

う
教
師
の
研
修
状
況
と
サ
ポ
ー
ト
体

制
の
十
分
な
確
保
を
。

③
　
家
庭
で
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
学
習
の

で
き
る
時
期
は
、
遅
く
て
も
夏
休
み

に
は
実
現
を
期
待
し
ま
す
。

児
童
生
徒
向
け
の
タ
ブ
レ
ッ

ト
は
一
人
一
台
ず
つ
配
布
済
み

で
す
。

①
　
小
・
中
学
校
内
の
ハ
ー
ド
面
の

環
境
整
備
は
完
了
し
て
い
ま
す
。

②
　
現
時
点
で
は
必
ず
し
も
十
分
で

な
い
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
教
員
同

士
が
主
体
的
に
共
に
学
び
合
い
高
め

合
う
よ
う
に
し
て
ま
い
り
ま
す
。

③
　
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
活
用
の
習
熟
度

を
高
め
、
夏
休
み
に
は
家
庭
で
学
習

に
活
用
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

等
に
積
極
的
に
出
前
で
開
催
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

幸
い
な
こ
と
に
デ
ジ
タ
ル
機
器
に
精

通
さ
れ
た
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
の

皆
さ
ん
な
ど
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た

ら
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

ご
提
案
い
た
だ
き
ま
し
た

「
ス
マ
ホ
の
活
用
術
を
学
ぶ
講

座
」
を
地
域
協
力
隊
な
ど
モ
バ
イ
ル
デ

バ
イ
ス
に
詳
し
い
皆
さ
ん
や
、
携
帯
電

話
会
社
の
ス
マ
ホ
教
室
等
の
協
力
も
い

た
だ
く
中
で
開
催
で
き
る
よ
う
検
討
し

て
ま
い
り
ま
す
。

文
部
科
学
省
が
進
め
る
「
ギ

ガ
ス
ク
ー
ル
構
想
」
に
沿
い
、

我
が
町
の
小
・
中
学
生
全
員
に
タ
ブ

レ
ッ
ト
が
配
置
さ
れ
ま
し
た
。

小渕　晃議員

過
日
の
衆
・
参
議
院
の
そ
れ

ぞ
れ
の
本
会
議
で
「
デ
ジ
タ
ル

改
革
関
連
６
法
案
」
が
成
立
し
、
菅
義

偉
首
相
は
「
誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
な
い

デ
ジ
タ
ル
社
会
を
目
指
す
」
と
表
明
さ

れ
ま
し
た
。

以
前
の
情
報
収
集
源
は
、
新
聞
、
本
、

テ
レ
ビ
等
で
あ
り
、
誰
も
が
共
通
の
媒

体
か
ら
で
し
た
の
で
「
情
報
格
差
」
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
現
在
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

等
の
デ
ジ
タ
ル
機
器
か
ら
の
情
報
収
集

が
主
体
と
な
つ
て
き
ま
し
た
。

よ
っ
て
、
そ
の
機
器
を
持
つ
人
と
持

た
な
い
人
、
そ
し
て
そ
の
機
器
を
使
い

こ
な
せ
る
か
否
か
に
よ
っ
て
「
情
報
格

差
」
が
生
じ
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
多
く
の
高
齢
者

は
ス
マ
ホ
は
持
っ
て
い
る
が
通
話
と

メ
ー
ル
し
か
使
え
ず
、
ス
マ
ホ
の
持
つ

便
利
な
機
能
で
あ
る
、

①
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
の
情
報

の
収
集
。

②
　
ラ
イ
ン
で
の
仲
間
同
士
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
。

③
　
１
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
安
否

確
認
。

④
　
財
布
い
ら
ず
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
決
済
。

⑤
　
災
害
時
の
避
難
情
報
な
ど
の
多

く
の
便
利
な
機
能
等
。

行
動
範
囲
が
狭
く
な
っ
た
高
齢
者
が

豊
か
で
安
心
な
老
後
の
生
活
の
た
め
に

「
ス
マ
ホ
の
活
用
術
を
学
ぶ
講
座
」
を
、

高
齢
者
の
集
う
場
、
お
茶
の
み
サ
ロ
ン

Q A

Q A Q A

Q A

高
齢
者
も
デ
ジ
タ
ル
機
器
の
恩
恵
が

受
け
ら
れ
る
対
策
を

ス
マ
ホ
教
室
を
開
催
し
ま
す

桜
井
町
長

藤
沢
教
育
次
長

小
・
中
学
校
の
タ
ブ
レ
ッ

ト
の
学
習
状
況
は

学
力
向
上
に
活
用
し
て
い
き

ま
す 藤

沢
教
育
次
長

小学校でタブレット使用法を指導する地域おこし協力
隊の遠山さん


